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はじめに 

 

富山大学学生支援センターアクセシビリティ・コミュニケーション支援室（Hub for 
Accessibility and Communication Support: HACS）の平成 26 年度活動報告書をお届けし

ます。 
富山大学は、平成 20 年度より障害大学生修学支援ネットワークの拠点校の一つとして活

動してきましたが、平成 21 年 9 月に、身体障害学生支援室と、主として発達障がい学生の

支援をその業務の中核とするトータルコミュニケーション支援室を統合する組織として、

アクセシビリティ・コミュニケーション支援室が、学生支援センターの下部組織として設

置されました。現在は、身体障害学生支援部門（Disability Service Office）と発達障がい

学生支援を中心に行うトータルコミュニケーション支援部門（Total Communication 
Support Initiative：TCSI）の二部門から構成されており、支援室は五福キャンパスの学生

会館二階に置いていますが、高岡キャンパスは火曜日、杉谷キャンパスには木曜日に支援

スタッフが移動して学生の相談を受けるなど、柔軟かつ機動的な活動を行っています。 
大学における障がい者の支援は、なんらかのハンディのある人達が、ハンディを持たな

い人達と同じように大学の資源や教育や情報などの環境にアクセスすることができるよう

サポートすることを意味します。アクセシビリティとは、障がいのある学生にとってだけ

必要なものではなく、全ての大学構成員にとっても必要とされる機能であり、アクセシビ

リティを高める活動は大学の全構成員に役立つユニバーサル・デザインを目指すものでも

あります。 
今回の報告書では、富山大学における障がい学生支援の在り方について、具体的な支援

事例を元に、修学支援のあり方、部署間の連携についてまとめてみました。また、高等学

校から大学への移行支援のためのチャレンジカレッジや、コミュニケーション支援を目的

とする小集団活動、また、就職支援の在り方を探るためのチャレンジワークなど、支援室

独自の取り組みについてここにご報告いたします。 
来年度からは、さらに充実した総合的な学生支援体制を構築・運用すべく、関係者一同

努力する所存ですが、関係者のみなさまのさらなるご理解とご支援をお願いする次第です。 
 
平成 27 年 3 月 
    富山大学学生支援センター・アクセシビリティ・コミュニケーション支援室長 
                                 西村 優紀美 
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１ アクセシビリティ・コミュニケーション支援室 活動概要 
 
１－１ 組織・運営の概要 
 
 学生支援センターアクセシビリティ・コミュニケーション支援室（以下、支援室）には、トータ

ルコミュニケーション支援部門と身体障害学生支援部門が設置されている。トータルコミュニケー

ション支援部門ではすべての学生を対象として社会的コミュニケーションの問題や困難さへの包括

的な支援を行っており、主に発達障がい学生の支援と富山大学PSNSの運営を通じたオンラインに

よる学生支援を担当している。身体障害学生支援部門では、視覚障がい・聴覚障がい・肢体不自由・

病弱虚弱（内部障がい含む）の学生を対象とした支援および学生ピアサポーターの養成、アクセシ

ビリティリーダー育成プログラム運営を担当している。現在は、両部門の垣根を越えて、支援室ス

タッフが一体となって業務に取り組んでいる。 
 支援室の業務に直接関わるスタッフは9名（専任教員1名、専任コーディネーター3 名、兼任教

員2名、事務・技術補佐員3名）であり、五福、杉谷、高岡の全キャンパスにおける支援をカバー

している。その他、室員としてさらに兼任教員3名（各キャンパス毎に1名）が支援室運営に協力

している。 
 つぎに各キャンパスの支援体制について概説する。まず、本学の全 8 学部中 5 学部（人文学部、

人間発達科学部、経済学部、理学部、工学部）を擁する五福キャンパス（学生会館二階）に、支援

室のスタッフルームがあり、専任教員1名、コーディネーター3 名、事務・技術補佐員2名が勤務

している。五福キャンパスには各学部の教務窓口をはじめ、学生支援部署も多く、気になる学生や

困っている教職員がどの窓口に相談にきても必要に応じて適切に支援室につなげてもらえるよう、

各窓口担当者と面識を深め、素早く丁寧な情報共有を日々行っている。また、杉谷キャンパス（医

学部、薬学部）と高岡キャンパス（芸術文化学部）については、五福キャンパスに勤務するコーデ

ィネーター1名が、各キャンパスに週1日ずつ勤務し、保健管理センターのカウンセラーや看護師、

学生相談室（なんでも相談）のコーディネーターと連携して支援にあたっている。近年、両キャン

パスの留年生や成績不良者のなかに、発達障がいの傾向があり修学支援を必要とする学生が増えて

きており、特性のある学生と対立関係にならずに対話ができる障害学生支援コーディネーターのニ

ーズが高まってきている。 
 
 以下に、本学における支援室の組織的位置づけとスタッフ一覧、および学内外連携支援体制を記

す。 
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◆組織図 
                                平成27年3月20日現在 

 
◆支援室スタッフ一覧 
                                 平成27年3月20日現在 

アクセシビリティ・コミュニケーション支援室長 

西村 優紀美 （保健管理センター） 

支援室員 

専任教員 桶谷 文哲 （学生支援センター特命教員） 

専任コーディネーター 水野  薫 （学生支援センターコーディネーター） 

日下部 貴史 （学生支援センターコーディネーター） 

松原 美砂 （学生支援センターコーディネーター） 

兼任の教員 齋藤 清二 （保健管理センター長） 

水内 豊和 （人間発達科学部） 

宮  一志 （医学部） 

清水 克朗 （芸術文化学部） 

その他の室員 田中 裕子 （事務補佐員） 

荻生 千愛 （技術補佐員） 

羽黒 くみ子 （事務補佐員） 

 
  

富
山
大

学 

学部 

大学院 

和漢医薬学総合研究所 

附属病院 

附属図書館 

機構 

学内共同教育研究施設 

総合情報基盤センター 

水素同位体科学研究センター 

自然科学研究支援センター 

生命科学先端研究センター 

極東地域研究センター 

環境安全推進センター 

自然観察実習センター 

臨床研究・倫理センター 

国際交流センター 

学生支援センター 

キャリアサポートセンター 

アドミッションセンター 

大学教育支援センター 

保健管理センター 

事務局 

学生生活支援室 

 

学生相談室 

 

ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援室 
 ﾄｰﾀﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援部門 

 身体障害学生支援部門 

学内共同教育研究施設 

学生支援センター 
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◆学内外連携支援体制図 

 
 
 
１－２ 活動実績概要 
 
 支援室では、平成27年3月現在、77名（身体障がい学生10名、発達障がい学生〔傾向を含む〕

59名、その他の障がい学生〔精神障がい等〕8名）の障がい学生を支援している。支援室における

平成26年度（H26.4～H27.2）の相談・支援のべ件数は2,995件（障がいのない学生への支援およ

び電話・メールによる相談も含む）に上り、年間3,000件近い規模で支援が行われている。以下、

支援室における障がい学生支援業務の概要を記す。 
 
（１）障がい学生への修学支援（支援割合：約76％） 
履修、大学生活スケジュール管理、人間関係・コミュニケーション上の問題や不安への対応を行

っている。本人への相談・支援と、教職員との連携による合理的配慮の提供を組み合わせた支援を

行っている。特に、入学直前後から概ね一カ月間を目処とした大学の修学環境に適応するための移

行支援を集中的に行っている。 
 
（２）障がい学生へのキャリア支援（支援割合：約9%）※修学支援と並行したキャリア支援も含

む 
 就職活動のスケジュール管理、エントリーシート作成、採用面接の振り返り等の対応を行ってい

る。また、ハローワークや障害者職業センター等の地域就労支援機関や障害者就業・生活支援セン

ター、民間の就労支援事業所や障害者就業・生活支援センターと積極的に連携しており、今年度は

障がい者向け学外インターンシップも行った。 

学生支援センター
アクセシビリティ・コミュニケーション支援室

トータルコミュニケーション支援部門

・サポートチームの
マネジメント

・心理教育的サポート
（自己・特性理解）

・対人関係サポート
・富山大学PSNS運営
（学内SNSを活用した

オンラインサポート）

連携先：

学部教職員
教養教育教職員

修学サポート
連携先：

キャリアサポートセンター
地域就労支援機関【学外】

キャリアサポート

連携先：

保健管理センター
地域医療機関【学外】

メンタルサポート ・カウンセリング
・体調管理
・服薬指導

－履修スケジュール管理
－受講時の配慮づくり（別室受験等）
－レポート・実習・卒論サポート

－インターンシップ・サポート
－就職活動スケジュール管理
－自己PR・志望動機作成サポート
－面接事前・事後サポート

－心理・体調面での問題を抱える発達障がい学生のサポート
－保健管理センターとの相互紹介システムの構築

障害学生への学内外連携支援体制

学生なんでも
相談窓口

（学生支援センター
学生相談室）

紹介
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（３）障がい学生への学生生活や自己理解の支援（支援割合：約2％） 
 修学に影響するその他の生活（アルバイト、サークル等）上の問題に関する相談対応や、障がい

特性を踏まえた自己理解のための心理教育的支援を行っており、特に発達障がいや精神障がいのあ

る学生には重要なファクターとなっている。支援割合が少ないのは、表向きは修学支援、キャリア

支援として支援しているなかで自己理解を促しているためで、それらは（１）（２）として計上して

いる。 
 
（４）障がい学生への卒業後、退学後、就職後のフォローアップ支援（支援割合：約12%）  
 進路が未決定のまま卒業・退学する障がい学生への進路相談や就職支援、および就職後のフォロ

ーアップ支援を行っている。特に発達障がい学生は、修学中に就職活動ができないことも多く、ま

た就職ができてもすぐに離職してしまうケースもあり、社会参入のためのフォローアップ支援は、

近年、新たな支援カテゴリーとなっている。 
 
以下に、支援学生数、相談・支援のべ件数ほか、活動実績として統計資料を掲載する。 
 
 
 
 
１－２－１ 支援学生数 
 

 
 

ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援室が支援している
在籍障がい学生数（2015年2月28日現在）

障がいの種別 （診断または見立てによる） 支援している学生数

身
体
障
が
い

視覚障がい 1

10
聴覚障がい 0
肢体不自由 6
病弱・虚弱 3

発
達
障
が
い

自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）
（）は発達障がいの医学的診断を受けている学生数

28（7）

59
注意欠如・多動性障害（ＡＤＨＤ）

（）は発達障がいの医学的診断を受けている学生数
23（3）

学習障がい（ＬＤ） 3

ＡＳＤ・ＡＤＨＤ複合
（）は発達障がいの医学的診断を受けている学生数

5

その他の障がい（精神障がい等）※他の障がいと重複なし 8

障がい学生 合計 77
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１－２－２ 各部門の相談・支援のべ件数 

 

人文
12%

経済
10%

人間発達

8%

理
24%

工
17%

芸文
9%

医
8%

薬
12%

生命融合

0%

ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援室が支援している
障がい学生数割合（学部別）（2015年2月28日現在）

在籍学生77名（円グラフ内）

※他、卒業生13名を支援中

2014年度トータルコミュニケーション支援部門の
相談・支援のべ件数（2014年4月～2015年2月：2,790件*）

2013年4月～2014年2月の相談・支援件数：1,956件
2013年度と比較して、相談・支援件数が42.6%増

237 213 191
231

109

187

262

168
123

167
109

17
10

10

16

8

8

15

16

15

15

19

117

86
70

77

31

32

70

37

38

55

31

0

50

100

150

200

250

300

350

400

14/04 14/05 14/06 14/07 14/08 14/09 14/10 14/11 14/12 15/01 15/02

その他（障がい無）

精神障がい等

発達障がい学生

＊教職員、保護者、本学卒業生、他機関からの相談・支援を含む
電話・メール・学内SNSを通じた相談割合は約40%

上記は支援室スタッフによる相談・支援件数
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2014年度身体障がい学生支援部門の
相談・支援のべ件数（2014年4月～2015年2月：205件*）

2013年4月～2014年2月の相談・支援件数：253件
2013年度と比較して、相談・支援件数が19.0%減

25 22
13

28

4

15

39

13
22

14
10

0

10

20

30

40

50

14/04 14/05 14/06 14/07 14/08 14/09 14/10 14/11 14/12 15/01 15/02

身体障がい学生

＊学生ピアサポートを除く相談・支援のべ件数

上記は支援室スタッフによる相談・支援件数

アクセシビリティ・コミュニケーション支援室の
相談・支援のべ件数割合（内容別）

（2014年4月～2015年2月）

修学サポート
76%修学＋学生生

活・自己理解サ

ポート
1%

学生生活・自己

理解サポート
1%

キャリアサポート
7%

修学＋キャリア

サポート
2%

進路
1%

フォローアップ
12%

相談・支援のべ件数

合計 2,995 件
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１－２－３ 富山大学PSNS運営実績 
 
 支援室では、SNS（Social Networking Service）の技術を用いて開発された富山大学PSNSの

運営を通じて、全ての学生を対象としたオンラインでの支援を行っている。具体的には、富山大学

PSNSへの書き込み（主に日記投稿や管理者宛のメッセージ）を通じて、１）新入生の学生生活適

応支援、２）カルト団体の勧誘防止や不審者の対応、３）修学を含む学生生活全般の相談対応を行

っている。加えて、コミュニティ機能（富山大学PSNS内の閉鎖的な交流の場で、教職員のみが開

設可能）を利用する形で、研究室・ゼミナール運営やインターンシップ等の情報共有を目的とした

学生・教職員間の交流が行われている。 
 上記の運営を通じて、支援室では、一般的に相談・支援につながりにくいとされる発達障がい学

生の支援ニーズ発掘を行っている。また、身体障がい学生へのピアサポートに富山大学PSNSのコ

ミュニティ機能を積極的に活用することで、学生・支援スタッフ間の連絡・調整の効率化が図られ、

ピアサポート活動の円滑化に寄与している。 
 資料に示されているように、PSNSの登録人数は、富山大学構成員の76.5％となっており、学生

に限って言えば、約90％が登録している。現時点では、PSNSを実際に使用することを希望する学

生は、いつでも使用できるという体制が実現していると言える。一方で、実際にPSNSを精力的に

使用している学生の数は、数年前をピークに次第に減少傾向にある。この大きな要因は、他の種類

のSNS（Twitter, Face Book, Lineなど）の普及により、多くの学生の IT利用が、そちらに移行し

ていることによると思われる。管理者側から見ると、PSNSに掲載される日記や、相談の状況は、

数年前に比べてかなり｢落ち着いてきている｣という印象を受ける。 
 それでも、PSNSの日記やメッセージを通じての相談や危機介入は、少数例ではあるが認められ、

その多くは迅速な解決に至っている。PSNSの有用性は必ずしも減少していないと思われる。 

アクセシビリティ・コミュニケーション支援室の
相談・支援のべ件数割合（手段別）

（2014年4月～2015年2月）

対面, 60%
電話, 18%

メール, 22%

相談・支援のべ件数

合計 2,995 件
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（PSNS運営実績資料） 

 
 

 

登録人数：8,799名（学生8,207名、教職員592名）

富山大学構成員（11,503名：2014年5月1日現在）の76.5％
参加（ログイン）人数（ログイン率）：2,118名（24.0%）

（学生1,800名（21.9%）、教職員318名（53.6%））

2014年度学部新入生のログイン人数（率）は269名（14.9%）

富山大学構成員の18.4%が参加している。

注）富山大学PSNSの参加は自由意思に基づく。

コミュニティ数：335件

富山大学PSNS運営状況(1/3)
（2015年2月28日現在）
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PSNSアクセス数（Page View）

14日以内のログインユーザ：36名（うち学生27名）
運用開始（2008年4月）以降累積アクセス数：5,215,019V

富山大学PSNS運営状況（2/3）
（2015年2月28日現在）
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富山大学PSNS運営状況（3/3）
（2015年2月28日現在）
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日記数 コメント数
日記（コメント）投稿累積数： 22,251件（52,567件）
1日記あたりの平均コメント数：2.4件
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２ 障がい学生支援活動 
 
２－１ 身体障害支援部門 
 
２－１－１ 身体障がい学生への支援活動 
 
平成26年度は、支援が必要な学生として、平成24年4月に理学部に入学した車椅子ユーザー学

生A と同じく平成 24 年 4 月に医学部に入学した車椅子ユーザー学生B、そして平成 25 年 4 月に

経済学部に入学した杖歩行学生Cの3名が在籍した。また、常時支援を必要としないが、経済学部

に内部障がいのある学生Dが在籍している。 
 

A については、肢体不自由・内部障がい学生を併せ持つ学生であり、全身の筋力低下のため、歩

行ができないので、専用の車椅子を使用している。また、呼吸筋の筋力低下もあるため、適宜、マ

スク型の人工呼吸器をつける必要があった。そのため、病院や医療機器メーカーとの連携を含む、

医療的ケアの体制を構築した。支援体制はAを中心に学部と教養教育部門、そこを保護者、支援室、

保健管理センターが支える形となった。保護者の役割としては、健康管理上の必要事項を確認して

もらうこと、支援室の役割としては、学内のアクセス調査、配慮願い文書の作成、関係機関の連絡

調整をおこなった。保健管理センターには、体調等の基本的な情報を共有してもらった。 
支援の流れとしては、まず、はじめにAの入学直後に、本人および保護者と所属学部で話し合い

を行い支援内容の決定をおこなった。その中で、2 つ目のアクセシビリティの確保として、施設改

修、教室変更、移動介助、授業準備、学内休憩スペースの設置が必要なことが明確になった。3 つ

目に各授業担当教員への配慮願いと説明、4 つ目には、入学時オリエンテーションで、所属する学

生に対して疾患の説明、5 つ目には、支援室で本人と週１回定期面談を実施し、修学上の不都合や

不安の聞き取り、関係機関の連絡調整等をおこなった。その後、適宜、施設改修等のアクセシビリ

ティの確保も実施された。また、本人の希望もあり、支援室が運営する学生ピアサポーターを配置

し、移動介助や授業準備支援もおこなった。現在、Aは、3年次を無事に終え、平成27年度4月よ

り4年次を迎える。 
 
※Aの修学支援の内容は、別紙スライドP.20参照 

 
 

また、就職支援としては、平成23年4月に経済学部に入学した肢体不自由学生Eと、同じく肢

体不自由学生F、にそれぞれ就職支援をおこない、両名ともに障がい者雇用枠での就職が決まった。 
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２－１－２ ピアサポート活動について 
 
支援室では平成 21 年から障がいのある学生を、学生同士の仲間として支え合う活動（ピアサポ

ート活動）をおこなっている。同時にピアサポート活動で、障がいのあるなしにかかわらず、富山

大学の学生として、ともに話をしたり、食事をしたりして互いの交流を深めている。現在、約 40
名のピアサポーターが登録しており、学期始めに新規学生を募集している。 
ピアサポーターとしては、大きく分けて3つの活動があげられる。 

 
（１）障がいのある学生への支援 
本年度は、上記に述べたように、車椅子ユーザー学生 A さんと杖歩行学生 C さんの 2 名を中心

にピアサポートをおこなった。支援内容は、主に授業準備と移動介助の支援で、具体的には、授業

と授業の間の休み時間に移動のサポートを行ったり、授業開始時と終了時に教室のドアを開け、通

路を確保し、専用机のセットする授業準備が中心となった。※【資料１】「車椅子ユーザー学生 A
さんのピアサポート手引き」（p.15-17）参照。また、冬季については、積雪時の除雪サポートを実

施した。冬季降雪については、移動介助にともない、積雪は大きなバリアとなるため、ピアサポー

ターによる通路、スロープ、身体障がい者用駐車場の除雪は欠かせないサポートとなった。 
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杖歩行学生Cさんに対するピアサポートの様子 
 

  
 

冬季、除雪サポートの様子 

   
 
 
 
平成 25年度 ピアサポート回数（実績） 

 

 学生のべ人数 総時間数 のべ回数 支援学生内訳 学生実数 

 
 【人】 【h】 

  
【人】 

４月  10 5 10 学生Ａ  4 

５月  30 17.5 30 学生Ａ  9 

６月  33 18 35 学生Ａ  8 

７月  29 17.5 33 学生Ａ  7 

１０月  10 5 7 学生Ａ  5 

１１月  24 13.5 24 学生Ａ 学生Ｃ 7 

１２月  20 10 20 学生Ａ 学生Ｃ 6 

１月  20 10 20 学生Ａ 学生Ｃ 7 

２月  4 3 4 学生Ａ 2 

合計  180 116.5 183 
 

55 

       

       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1回のサポートにつき2名 
 

 授業前と授業後で計4名 
 

 雨が降ると地面が滑りやすいため、サポーター

が傘をさす。 
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学生のべ人数 

 

総時間数 

 

のべ回数 

 

支援学生内訳 

 

学生実数 

 
 【人】 【h】 

  
【人】 

４月  4 3 6 学生Ａ、学生Ｃ 3 

５月  14 7 14 学生Ａ、学生Ｃ 7 

６月  13 6.5 13 学生Ａ、学生Ｃ 7 

７月  6 4 7 学生Ａ 4 

１０月  19 9.5 19 学生Ａ、学生Ｃ 8 

１１月  6 3 6 学生Ａ 3 

１２月  13 6.5 13 学生Ａ 8 

１月  7 4.5 8 学生Ａ、学生Ｃ 6 

２月  3 3 3 学生Ｃ 3 

合計  85 47.0 89 
 

49 

 
 
 
（２）ピアランチミーティング 
月に 1 度、5 日間連続で開催している。ピア

ランチミーティングは、身体障がい学生、学生

ピアサポーター、支援室スタッフが昼食を一緒

に取りながら、今後の支援実施計画や日頃の支

援内容についても話し合いをおこなっている。

ここでは、学部や学年を越え、さまざまな交流

が育まれた。 
 
 
 
 
 
（３）ピアサポートセミナー 
ピアサポートセミナーは、1～2か月に1回程

度、様々な障がいの知識や支援技術を学び、修

得できる会として、車椅子ユーザー学生の体験

談を聞いたり、ノートテイクの実技研修、手話

講座などを開催した。また、コミュニケーショ

ンサポートや情報支援ツールについて専門の先

生に話を聞く機会も作った。 
最近は、学生たちによる募集説明会や手話サ

ークルのメンバーによる手話講座の開催など、

学生主体の活動も増えてきた。ピアサポートに

参加している学生たちは、幅広い活動を通して充実した学生生活を過ごしている。 
 

平成 26年度 ピアサポート回数（実績） 
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平成25年度 平成26年度のピアサポート活動 ピアランチミーティング、ピアサポートセミナー 一覧 
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【資料１】                                2012 年 10 月 12 日作成 
学生支援センター アクセシビリティ・コミュニケーション支援室 

 
車椅子ユーザーA さんのピアサポート手引き（暫定版） 

 
授業開始時の支援   
月曜日：Ｃ２１、火曜日：Ｃ２１、木曜日：Ｃ２２を想定 

 
１．（X さん、Y さん、二人でのピアサポートを想定）X さん、Y さんは A さんとの待ち合わせ〔Ｃ棟

の場合：２Ｆエレベーター前→①〕 ①の場所から教室内までの移動のサポートを行う。 
 

① Ｃ棟：エレベーター前                   

   
 
２．教室ドア前まで来たら、X さんはドア②を開けて A さんの入室（ドアはストッパーがないため手で

押さえる必要がある）をサポート。その際、X さんは、A さんのかばんを持つ。 
Y さんは A さんより先に教室内に入り、学習スペース（C21,C22 教室ともに、正面から見て左側前

方の通路上）の確認をする（学習スペース横の固定机の上（かばん置き場）に「優先スペース」の

シールが貼ってある）。優先スペースに学生が座っていたり、動線上に荷物が置いてあったりする場

合は、声をかけて移動してもらう。 
 

② ：Ｃ２２教室前 
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３．A さんが教室に入室出来たら、X さん、Y さんとで、A さんの学習スペースへの移動を見守り、障

がい物があれば取り除いたり、教室の扉を開けたり、入室しようとする学生に声をかけたり、バッ

クで移動する際に固定机等にぶつからないよう A さんに声をかけたりする。 
 
 
 
４．A さんの移動完了後、X さんが A さんの車椅子の操作スティックを取り外し横の穴に挿して収納す

るサポート（A さんが自分で出来るのならば任せる）、Y さんが教室前に置いてある可動机③を A
さんの前に置く。その際に、車椅子の前輪が傾いていれば、まっすぐになるよう調整し、可動机の

脚と車椅子の前輪がひっかからないようにする。可動机は、なるべく横の固定机（かばん置き場）

にくっつけるように配置するが、A さんに確認をとりながら微調整する。この後、A さんのかばん

を（A さんに置き場所を確認して）可動机等の上に置く。 
 

③ ：可動机 

       
 
 
５．A さんに学習上の問題がないかどうか確認後、速やかに退室する。 
 
６．支援室に行ってサポート終了報告を行い、必要に応じて書類に記入、署名、捺印等を行う。 
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授業終了後の支援   
月曜日：Ｃ２１、火曜日：Ｃ２１、木曜日：Ｃ２２を想定 

 
１．（X さん、Y さん、二人でのピアサポートを想定）授業終了まで、教室前①で待機する。授業修了後

に教室に入る。※Ｃ棟教室は階段近くの出入り口が１カ所のため、混雑が考えられる。 
 

① Ｃ棟教室前 

      
 
２．X さんは A さんのかばんを持った後で机②を片づけ、Y さんは収納してある車椅子の操作スティッ

クを元の位置に戻すサポート（Ｙさんが自分で出来るのならば任せる）後、動線を確保する。X さ

ん、Y さんは A さんに付き添って退室する。 
 

②：可動机 

     
３．教室退室後、A さんにサポート終了場所（例：Ｃ棟エレベータ前）を確認し、その場所まで移動の

付添いをする。 
 
 
４．支援室に行ってサポート終了報告を行い、必要に応じて書類に記入、署名、捺印等を行う。 
 

以上 
 

17 
 



２－１－３ 身体障害学生支援における手引書について 

 

身体障害学生支援部門では、平成24年11月7日制定版として、身体障がい学生支援について、

身体障がい学生、支援学生（ピアサポーター）、専門的支援者、教職員のいずれにも参考になるよう、

マニュアルとガイドラインの両者の内容を含むものとして作成した。 

 

 

【目次】 

 

１．身体障害学生支援の体制と内容  

（身体障害学生・学生ピアサポーター・教職員・学外支援者向け） 

１－１ 支援の体制と手続き  

１－２ 支援の内容  

 

２．学生ピアサポーター派遣時の基本ルール （身体障害学生・学生ピアサポーター向け） 

２－１ 支援開始時の待ち合わせ  

２－２ 連絡方法  

２－３ 緊急時の対応  

２－４ 支援機器の準備 

２－５ 学期中の手続きとイベント  

 

３．イレギュラー対応に関するルール （学生ピアサポーター・学外支援者向け） 

３－１ 降雨・降雪時の対応 

３－２ 事故対応と緊急連絡方法  

３－３ ＡＥＤ設置場所および避難場所  

 

４．謝金に関するルール （学生ピアサポーター向け） 

４－１ 業務報告書  

４－２ 謝金時間数カウントルール  

４－３ 交通費について 

 

５．授業担当教員のための支援ガイド  

５－１ 視覚障害学生の支援  

５－２ 聴覚障害学生の支援  

５－３ 肢体不自由学生の支援  

５－４ 内部障害（病弱・虚弱）学生について  

６．教務担当教職員のための支援ガイド  

 

付表１．アクセシビリティ・コミュニケーション支援室の身体障害学生の支援の内容 

付表２．車椅子対応トイレの配置  

別紙．富山大学における障害学生支援に関する基本方針（平成２４年９月２５日制定） 
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付表１．アクセシビリティ・コミュニケーション支援室の身体障害学生の支援の内容 
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【資料】全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会発表スライド 
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２－１－４ アクセシビリティリーダー育成プログラム 

 

（１）アクセシビリティリーダー育成プログラム概要 

アクセシビリティリーダー（AL）育成プログラムは、「教育課程」、「資格認定」、「キャンプ」、「イ

ンターンシップ」で構成される。総合的な人材育成・活用プログラムである。 

 このプログラムでは、アクセシビリティに関連する「基礎概念」「ニーズの多様性」「情報・環境・

制度に係る支援の方法」を体系的に学び、アクセシビリティリーダーとしての素養を【意識】【知

識】【経験】【技術・創造】の４つのステップで段階的に身につけることができる。AL資格取得まで

の教育プログラムは、オンライン講座および、複数の講義と実習と認定試験で構成されている。資

格取得後も研修合宿（アクセシビリティリーダーキャンプ：ALC）や企業でのインターンシップ制

度（アクセシビリティリーダーインターンシップ:ALI）が展開されている。富山大学では、平成 23

年度より同プログラムを導入した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセシビリティリーダー育成プログラム全体像 
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（２）アクセシビリティ教育課程 

アクセシビリティ教育課程は、意識・知識・経験・技術／創造を習得する 4つのステップで構成

される。2 級アクセシビリティリーダー認定試験を受験するには STEP2 まで、1 級アクセシビリテ

ィリーダー認定試験を受験するには STEP4 まで修了する必要がある。 

アクセシビリティ教育課程（富山大学 平成２６年度） 

●STEP３の(a)については、活動中見込の場合も 1級認定試験を受験できる。 

●STEP３の(b）（c）については、単位を取得見込の場合でも 1級認定試験を受験できる。                   

●STEP４については、受講中見込の場合も 1級認定試験を受験できる。※この教育課程は平成 26年 4月 1日から適用する。 

区 分 内  容 
受験資格 

１級 ２級 

教
育
第
１
課
程 

STEP1 

【意識】 

「オンライン講座（導入編）」の受講 

（WebCT配信、ＡＬ協議会提供） 
必修 必修 

STEP2 

【知識】 

「オンライン講座（基礎編）」の受講 

（WebCT配信、ＡＬ協議会提供） 
必修 必修 

教

育 

第

２ 

課

程 

STEP3 

【経験】 

 

（a）富山大学学生支援センターが所管する障害学生支

援活動 30時間に対して、富山大学学生支援センタ

ー長が認定を行う。 

（b）人間発達科学部授業科目「子どもとのふれあい体

験」のうち 

・「きょうだい支援～ジョイジョイクラブ～」コース 

・「学習に困難を抱える児童に対する学習支援    

～寺子屋～」コース 

・「ゆうの会」コース 

・「地域生活の余暇 enjoyコース～子どもから大人まで

～」コース 

（60時間）を履修する ※単位取得は必須 

（c）人間発達科学部授業科目「学級担任論」のうち「ス

タディメイト・ジュニア」（60時間）を履修する。                                    

※単位取得は必須 

※(b)(c)は教員免許取得のための教職科目のため、履

修は人間発達科学部生に限られます。詳しくは、巻末

問い合わせ先もしくは人間発達科学部の教務担当窓口

まで。 

(a)を必修 

 

※人間発達科学部の

学生は，(a)，(b)，(c)

のいずれかを選択す

ることができる。 

 

STEP4 

【技術・

創造】 

教養科目 

（a）「トータルコミュニケーション研究」 

（b）「ボランティアの世界」 

（2単位・2年後期）を履修する。 

※必ずしも履修登録の必要はないが、やむを得ない事

情を除き、原則として全ての授業に出席すること 

必修 

※所属学部によって

(a)、(b)のいずれかを

選択することができ

る。 
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（３）アクセシビリティ育成プログラム活動実績 

Ａ）アクセシビリティリーダー育成プログラム（ALP） 

平成 23年度当初からアクセシビリティ教育課程の学内整備を行い、平成 23年 6月 27日に当プロ

グラムの運営母体であるアクセシビリティリーダー育成協議会より正式に認定された。以後、毎年

度、新入生の入学時オリエンテーション時に、アクセシビリティリーダー育成プログラムのチラシ

を配布し案内を行っている。さらに各学部へ掲示案内をし、プログラムに興味のある学生向けに説

明会を実施している。平成 26年度は、平成 26年 7月 9日（水）に 2部制で説明会を実施した。 

１部（12時 30 分～13時 20 分）では、新規申込者に向けた説明、2部（13時 30分～14時 20分）

では、１級受験希望者に向けた説明を実施し、全参加者 12 名であった。説明会後に、プログラム

参加申し込み手続きを経て参加者登録を行った。登録学生は、主に学生ピアサポーター登録学生、

前年度からの継続登録者、新規登録者を中心に 14名となった。今年度は前年度 1 級合格者（ALP教

育課程を修了）が多かったため、既存の学生は減少し、その新規参加者が増加した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ）アクセシビリティリーダー認定試験 

  アクセシビリティリーダー認定試験は、会員期間において、年に 1 回実施される。平成 26 年

度は、平成 26年 12月 6日に実施された。本学では、アクセシビリティ教育課程を修了した学生

12名が受験した。1級 2名、2級 12名の受験者すべてが合格した。アクセシビリティ認定手続き

を経た 12名の学生には、3月にアクセシビリティリーダー育成協議会よりアクセシビリティリー

ダー認定証が授与される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ）アクセシビリティリーダーキャンプ（ALC） 

平成 23 年度より毎年度 1級 AL資格取得者が参加しており、平成 26年度は参加者 2名、平成

27年 3月 2日（月）～3月 5日（木）に東京で開催された。毎年度 ALCのテーマが設けられてお

り、平成 26 年度は「地方創生とアクセシビリティ」であった。 

3泊 4日の研修では、富士通株式会社等の AL育成協議会会員企業、協力企業による研修を中

心に企業訪問や、他大学からの参加者との議論を通して、将来 AL資格を活かした社会貢献の場

で、リーダーとして資質を高めるために、自らが果す役割を考えるプログラムが実施された。 

平成 26年度 

アクセシビリティリーダー認定試験の様子 

平成 26年度 

アクセシビリティリーダー育成プログラム 

説明会の様子 
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アクセシビリティリーダー認定試験合格者状況について 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （  ）受験者 

 

アクセシビリティリーダーキャンプ（ALC）参加状況について 

 開催日/テーマ 主会場 訪問企業 参加数 

第 8回 

平成 23年度 

2月 27日（月）～3月 1日（木） 

ゆうぽうと 

（東京） 
JALサンライト社 

株式会社オリエンタルランド 
３ 

災害時のアクセシビリティを考える 

第 9回 

平成 24年度 

2月 26日（火）～3月１日（金） 

アジュール竹芝 

（東京） 
富士通研究所＆net Community 

株式会社内田洋行 
２ 

地域とアクセシビリティ 

第 10回 

平成 25年度 

3月 3日（月）～3月 6日（木） 

ゆうぽうと 

（東京） 
セコム株式会社 

富士通株式会社 
５ 

ローカルとアクセシビリティを考える 

第 11回 

平成 26年度 

3月 2日（月）～3月 5日（木） 
アワーズイン阪急

（東京） 

富士通 net Community 

パナソニック株式会社 
２ 

地方創生とアクセシビリティ 

 

 

  

 試験日 １級合格者 ２級合格者 合格者 

第 6期 
平成 23年度 

12月 10日（土） 

3 

（3） 

22 

（23） 
25 

第 7期 
平成 24年度 

12月 8日（土） 

8 

（8） 

9 

（9） 
17 

第 8期 
平成 25年度 

12月 7日（土） 

9 

（9） 

11 

（12） 
20 

第 9期 
平成 26年度 

12月 6日（土） 

2 

（2） 

10 

（10） 
12 

平成 25年度 アクセシビリティリーダーキャンプ(ALC)の様子 
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参考資料 

ALPチラシ 両面 
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「アクセシビリティリーダー」へのてびき ２０１４年版 
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２－１－５ アクセシビリティ・マップ作成 

 

（１）はじめに 

 平成25年9月より当支援室では、芸術文化学部のある高岡キャンパス学生生活委員会委員長、

および副委員長のご協力のもと様々な障がいのある方の学内アクセシビリティの向上を目指し

たキャンパスマップの作成に取り組んできた。 

 その背景として、平成 25年 6月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（通称

「障害者差別解消法」）が公布され、平成 28年 4月 1日施行が決定した。それを受け第３次障

害者基本計画で高等教育における支援の推進が施策として位置づけられ、施設のバリアフリー

化の状況に関する大学の情報公開を促進することが求められることとなった。 

一方、これまで富山大学には一般、および学生に公開されている障がいのある方の向けのキ

ャンパスマップはなかった。また、学会等のイベント開催にあたり本学の教職員からバリアフ

リーマップの提供を当支援室に求められることが度々あった。 

上記のような状況を鑑み、アクセシビリティ・マップの作成に取り組むこととなった。作成

に取りかかるに当たり他大学のバリアフリーマップを調べたところ、車いす利用者の意見を取

り入れた京都大学のフリーアクセスマップ、ボランティア学生が作成した関西大学の福祉マッ

プ等、各大学毎に特色のあるバリアフリーマップが存在した。しかし、当支援室で核として支

援している発達障がい学生の学内アクセシビリティの向上を目指したものはウェブ検索した限

りでは散見できなかった。 

 そこで、当支援室では他大学のバリアフリーマップの主な利用対象として想定されている車

いす利用者だけではなく、当支援室の支援の中核となっている発達障がいのある学生にも役に

立つものを作成することを目指すこととなった。 

 以下、マップの概要、作成の過程、アクセシビリティ・マップの特徴、まとめと今後の課題

について報告する。 
 
（２）マップの概要 

Ａ）アクセシビリティ・マップ【資料１】（p.42参照） 
 富山大学のアクセシビリティの状況を発信するため、構内のアクセシビリティ・マップを作

成し、ホームページを活用して配信することとした。また、印刷物の作成も同時に行い配布可

能なものとした。主な利用者はとしては「運動障がいをもつ受験生・入学生及び大学訪問者」

を想定しているが、障がいの有無にかかわらず富山大学を利用する多くの方に向けて、アクセ

シビリティの状況を伝えることができる汎用性を有するものとした。それにより、本学の利用

及び、学内での移動の円滑化を図ることを意図した。なお、富山大学の３キャンパスのうち、

杉谷キャンパスは大規模改修と重なったため、平成２７年度以降に調査を実施し作成の予定で

ある。 
Ｂ）アクセシビリティ・マップのウェブ掲載【資料２】（p.43 参照） 
 本学総務部広報課と総合情報基盤センターによる検討の結果、大学公式ウェブサイトの「ア

クセス・キャンパスマップ」のページに「アクセシビリティ・マップ」のページを新設するこ

とになった。アクセシビリティ・マップの画像の閲覧、およびアクセシビリティ・マップの pdf
ファイルの印刷の他、ウェブページ画面や印刷物では伝えることが難しい入口の詳細情報につ

いて、アクセシビリティに配慮された入口、計 41 か所についてポップアップ表示する。平成

２７年４月に公開予定である。 
Ｃ）発達障がいのある方向けの情報【資料３】・【資料４】（p.44-48 参照） 
 五福キャンパスのアクセス情報を pdf ファイルで学生支援センターのウェブページに掲載し

た。同時処理が優位なタイプの方を主な利用者に想定した「アクセスビュー」と継時処理が優
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位なタイプの方を主な利用者に想定した「学生の窓口へのルート案内」の 2 パターンを作成し

た。 
具体的には、「アクセスビュー情報」では、メインストリート上の 14 地点について、120 度

パノラマ写真を掲載した。「学生の窓口へのルート案内」では、学部教務や学生支援等の学生の

窓口計８カ所について、正門からのルートを地図上に表示した他、写真、および説明文でルー

トの詳細を示した。 
 
（３）作成の過程 

【第 1段階】マップコンセプトの決定（H25.9） 
支援室スタッフによる検討の結果、発達障がいのある学生、および運動障がいのある学生の

学内アクセシビリティの向上のための情報を提供するマップを作成することとした。発達障が

いのある学生の特性として、同時処理が優位なタイプと継時処理が優位なタイプとがあるが、

それぞれのタイプに対応するものを作成することにした。同時に、アクセシビリティ・リーダ

ー養成プログラム（以下、「ALP」とする）参加学生の障がい学生支援活動の一環として調査

活動を実施し、アクセシビリティ向上の視点獲得と活動体験の機会提供を目指すこととした。 
 
【第 2段階】支援学生へのインタビュー調査（H25.10～11） 

①対象：当支援室で支援している肢体不自由のある学生３名、発達障がいのあるまたはその傾

向のある学生９名を対象にインタビュー調査を行った。 
②方法：半構造化面接を実施した。インタビューは各学生の支援担当者を含めた２名、または

支援担当者１名で行い IC レコーダーに記録した。質問項目は以下の通りである。学

生の特性やインタビューの流れに応じて、適宜順序を入れ替えたり、質問の仕方を変

えたりした。  
質問事項 

① 現存のキャンパスマップはどのような点が役立ちましたか？ 
② 現存のキャンパスマップで改善を期待するのはどのような点ですか？ 
③ 新たにキャンパスマップを作成する際に掲載を希望することはどのような点ですか？ 
④ 初めての場所に行く際に、これまで役立った地図や情報にどのようなものがありますか？ 
⑤ （他大学のバリアフリーマップを見てもらい）見やすいのはどの点ですか？また、その理由は何ですか？ 
⑥ これまで学内移動で困ったことはありましたか？あった場合は何に困りましたか？ 
⑦ マップ情報の媒体として、ウェブ掲載、携帯電話（スマートフォン）、キャンパスガイド、紙に印刷など

がありますが、どのような掲載の仕方がいいですか？また、その理由は何ですか？ 
⑧ その他、マップ作りへの意見、要望をお願いします。 
 

【第 3段階】ALP参加学生による調査活動（H25.10～H26.1） 

Ａ）他大学・他機関のバリアフリーマップ調査（H25.10） 
①調査者：杉谷キャンパス、および高岡キャンパスに在籍するALP 参加学生８名が調査活動

に参加した。 
②内 容：各学生２つの大学または施設等について、バリアフリーマップが掲載されているウ

ェブページを閲覧し、掲載されている凡例の項目、およびマップの特徴を調査した。 
③調査大学・機関：［大学］京都・筑波・東京・大阪・広島・早稲田・立命館・関西・同志社・

立教・名古屋・岡山・中央(13 大学)、［施設等］美ら海水族館・のとじま水族館・

国立博物館(3 施設) 
Ｂ）五福キャンパス・高岡キャンパスの現状調査（H25.11～H26.1） 
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①調査者：五福キャンパス、および高岡キャンパスに在籍する ALP 参加学生 14 名が調査活

動に参加した。 
②内 容：五福キャンパスを６ゾーン・高岡キャンパスを３ゾーンに区切り、二  人一組で

調査を行った。「富山大学に初めて訪れる様々な特性をもつ方が目的の建物の入口

にたどり着くことができる」地図づくりのために構内の現状を調査することを方針

にした。（１）の調査結果を検討し、表１にある 36 項目を調査項目とした。調査

結果は建物の外壁および道路の境界等が標された構内白地図に入れ込んだ。なお、

調査には各ゾーン 6～10 時間を要した。 
 
 

入口情報（入口の幅） 
 

駐車・駐輪情報 
 

周囲情報 

1 建物入口（自動ドア） 
 

1 身障者専用駐車場 
 

1 案内板 

2 建物入口（引き戸） 
 

2 駐車場 
 

2 案内板（地図） 

3 建物入口(開き戸） 
 

3 外来者駐車場 
 

3 植栽 

通路情報（バリアの解消） 
 

4 原付・バイク用駐車場 
 

4 水路 

1 アクセススロープ 
 

5 自転車置き場（屋根有） 
 

5 柵・侵入できない箇所 

2 段差解消 
 

6 自転車置き場（屋根無） 
 

6 工事中 

3 建物内補助誘導手擦 
 

7 駐車スペース 
 

7 公衆電話 

4 車椅子で侵入可能箇所 
 

8 原付・バイク駐車スペース 
 

8 ポスト 

通路情報（バリア） 
 

9 自転車駐輪スペース 
 

9 ATM 

1 坂道 
 

アクセスルート 
 

10 自販機 

2 傾斜 
 

1 点字ブロック 
 

11 ベンチ 

3 悪路 
 

2 ルート案内 
 

12 建物の変更 

4 段差 

5 階段 

6 車止め 

 
 

【第 4段階】調査結果の整理（H25.12～H26.1） 

Ａ）支援学生へのインタビュー調査の整理(H27.12) 
支援室スタッフで調査結果を整理した。インタビューで聞き取った内容を KJ 法を用いて整

理し、障がい特性ごとの地図に求める特徴、掲載項目、提示媒体、ダイバシティ対応の４グル

ープにまとめた後、マップ作成の方向性を検討した。 
また、発達障がいのあるまたはその傾向がある学生を３タイプに分け、対応毎の空間把握や

ものの見え方の特徴を芸術文化学部の２名の先生に理解してもらえるようにストーリー仕立て

にして提示しマップ作成の方向性への理解を図った。 
その結果、まず身体障がいのある学生のニーズを組み込んだものを作成し、そこに発達障が

いのある方むけの工夫を付け加えていくというイメージでマップ作成を進めることになった。 
 

発達障がいのある学生へのインタビュー調査のまとめ 

 

～地図より体験：地図を見るのは嫌ではないが、地図よりも行動が先立つタイプ～ 

 ＡＤＨＤの診断を受けているＡさんは、「地図を見るのは好きで、新しい場所へ行く前にはグーグルマップや

表１：現状調査項目一覧 
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ストリートビュー、旅行雑誌の折込み地図などで、行き方を確かめてから出かけます。しかし、現地では地図

を使うのが面倒なので、まず手探りで移動し、それで迷った時には人に聞きます」という。 

  新しいキャンパスマップに期待することを尋ねると「木や芝生など植栽箇所を緑にして風景のイメージが湧

きやすいものにして欲しい」という。さらに「建物の外観がわかる写真があるとなお良い」ともいい、予めイ

メージを作ってから移動するＡさんにとって、イメージ作成の材料が充実していることが大切なようだ。 

  また、Ａさんは興味・関心の範囲が広く様々な情報、例えば「チューリップ、ベンチの場所、ごみ箱、自動

販売機、コンビニエンスストア」が掲載されていると助かるともいう。さらに、Ａさんは他者の視点でのアイ

ディアも出してくれた。「地図を見るのが苦手な人もいるから、子どもに見せるくらいのつもりでつくると良い、

視覚障がいのある方のためには点字ブロックの情報も必要、自転車の駐輪などのマナーも大切」という。さら

に、「iPad には GPS機能が内蔵されおり現在地と全体図がわかるから iPadで地図を見られたらいい」とも。そ

の一方で「目的地までにたどり着くための地図と建物内の地図の２種類の紙媒体の地図も有効」ともいう。 

 

～地図よりルート案内と看板：地図の効果を実感できにくいため、ルート案内や看板の充実を

望むタイプ～ 

ＡＳＤの疑いのあるＢ君は、「地図はあまり使わない」。その理由は、地図を使ってもうまくいかなかった

経験が多く、苦手意識が大きいからのようだ。 
だから、「新しい場所では心配が多い」という。「どこまで行ったら目的の学部の建物なのか、本当にこれ

で行けるのか、曲がる道を間違えるのではないかなどと思います。だから、地図と一緒にルート案内がある

と助かります。目的地までの途中の写真があり、文章で何ｍ先に何があると説明されているもので、ここへ

行ったらこんな風景が出てきて、そこで右に曲がるというようなものがあると嬉しいです」また、移動の途

中の看板も役立つとのこと。「この先１００ｍを右折すると○○がありますというものがあれば、行き過ぎた

のではないかと不安にならずに済みます」という。さらに、「建物の名称が分かる看板があると嬉しい」とも。

「看板があれば、目的とは違う建物に入ってしまうことがなくなる」からとのこと。 

そのようなＢ君も１度行くことできれば、地図が頭の中に入り間違うことはほとんどなくなる。 

 

～地図を読み込んで使う：地図を使いこなしており、既存の地図を更に工夫できるタイプ～ 

ＡＳＤの診断を受けているＣ君は、地図を読み込み有効に活用している。入学当初は、メインストリート

の両端にある正門と図書館を基準に位置関係を把握していた。例えば「共通教育棟は、正門から図書館に向

かってちょっと行って右にある」など。 
新しいキャンパスマップに期待することを尋ねると、整理された詳細な情報の提供を望んだ。具体的には、

通り抜けられるかどうかが分かること、教室のイメージ図、共通教育棟の中庭のアプローチ、入口の表記等

を要望し、さらに「主要な建物ののみ地図の中に記入しそれ以外は建物の番号を規則的に振ること、建物を

使用目的別に色分けすること、全体情報から屋内の詳細情報へ階層的に地図を提示すること」など情報の整

理の仕方や提示の方法についても言及してくれた。 

また、人に聞くのはエネルギーがいるため、地図に入れ込む情報の充実を強く望んでいる。Ｃ君は、「入学

当初、教室移動の前にキャンパスガイドで教室の位置を覚えておいた」という。「どこでどちらの方向に曲が

り教室をいくつ進むか」という風に。そのため「入口情報や渡り廊下の情報が抜けている現存のキャンパス

マップだけでは行けない場所があり苦労した」とのこと。また、「メインストリートから離れた場所にある第

2 体育館へ行くときに迷った」経験もしている。さらに「複雑な場所は覚えるのが大変なので案内板がある

と助かる」ともいう。 

その他、「積雪時に通られなくなるルートが分かると助かる」など自分の困った体験からアイディアを出し

てくれる。 

 
Ｂ）ALP 参加学生による調査の整理(H26.1) 
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芸術文化学部の２名の先生を交えて、調査結果および調査活動に参加した学生からの聞取り

の結果を整理し、誘導サインの設置や駐車場・駐輪場の確保等の改修ニーズがあることが明ら

かとなった。そこで、まずは現状を基にマップを作成し、その後、改善要望を検討していくこ

とを確認した。詳細情報として、入口の内開き・外開きの別、スロープの勾配、段差の高さが

必要になるとの意見を頂いた。これらを基にプロトタイプの作成と詳細調査を行うことにした。 
 
【第 5段階】プロトタイプの作成と詳細調査（H26.3～H26.12） 

Ａ）プロトタイプの作成（H26.2～H26.12） 
 平成２５年度に実施した ALP 参加学生による現状調査の結果をもとにプロトタイプを作成

した。なお、身体障がい者対応トイレ、エレベーター、自動販売機等の建物内の設備の設置個

所の情報は、本学施設企画部・財務部より入手し、支援室スタッフによる目視での確認の後、

プロトタイプに反映した。 
 その後、Ｂ、Ｃの詳細調査、およびＤの学内各部局による確認の結果を随時プロトタイプに

反映していった。 
Ｂ）高岡キャンパスの詳細調査（H26.3～H26.9） 
 支援室スタッフによる詳細調査を行った。第 4 段階の（２）で指摘された開き戸の入口の内

開き・外開きの別、スロープの勾配、段差の高さ、その他のバリアについて調査し、その結果

をプロトタイプの作成に反映した。 
Ｃ）ALP 参加学生による五福キャンパスの詳細調査（H26.11～H26.12） 
支援室スタッフによる高岡キャンパスの詳細調査の結果と「高齢者、障害者等の移動等の円

滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法）」、およびバリアフリー新法の制定に伴い改正さ

れた「富山県民福祉条例」を踏まえ、調査項目・方法を再度検討・精査し、五福キャンパスの

詳細調査を実施した。その結果をプロトタイプの作成、および入口情報のウェブ掲載に反映し

た。 
①調査者：五福キャンパス在籍するALP 参加学生 12 名、ピアサポート登録学生 1 名、他学生

1 名、計 14 名が調査活動に参加した。 
②内 容：五福キャンパスを７ゾーンに区切り、二人

一組   
で調査を行った。「富山大学を利用する

様々な特性をもつ方が入口を選択するた

めに、入口のアクセシビリティの詳細を提

示する」ことを調査の方針にした。表２「詳

細調査項目」にしたがって調査、写真撮影

を行った。計 99 か所の入口を調査し、結

果をExcel に整理した。なお、調査・整理

に各ゾーン８～10 時間を要した。 
Ｄ）学内各部局への確認（H26.10～H26.11） 
五福、および高岡キャンパスの 14 部局に掲載情報

の確認を依頼した。その結果をプロトタイプに反映さ

せた。同時に、調査活動を通して見えてきた改修の検

討が必要な箇所について各部局から意見をもらった。 
 

【第 6段階】業者への発注・完成（H26.12～H27.3） 

Ａ）マップデザインの検討（H26.12～H27.3） 
国内他大学のバリアフリーマップや海外の大学の accessibility map、カラーユニバーサルデ

１ 出入口 ① ドアの種類 

  ② 有効ドア幅 

  
③ 前後の回転スペー

ス 

  ④その他 

２ スロープ ①幅 

  ②勾配 

  ③手すり 

  ④上端のブロック 

  ⑤その他 

３ 階段 ①高低差 

  ②手すり 

  ③その他 

  ③その他 

４ その他のバリア（段差等） 

表２：詳細調査項目 
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ザイン推奨配色セットガイドブック等を参考に、業者のデザイン担当者と計７回の検討の機会

を持った。うち 1 回は芸術文化学部の 2 名の先生に参加頂き、車いす利用者の視点に立ちなが

らも汎用性が高まるデザインを検討した。その結果、以下の 3 点をデザインの方針とすること

した。 
① カラーユニバーサルデザインに配慮しながら、色数、凡例の数、ハッチングをでき

るだけ少なくする。 
② 直感的に理解できるよう実際のイメージに近い色や形状で表記にする。 
③ 重要な情報は目立つように、同時に重要度の低い情報は割愛、もしくは大きさや色

であまり目立たないようにする等表記を工夫する。 
Ｂ）ウェブ掲載についての検討（H27.2～H27.3） 
 業者のウェブウェブ担当者、デザイン担当者、本学総務部広報課職員および広報課支援

員として総合情報基盤センター技術職員と支援室スタッフと検討の機会を持った。 
 
（４） アクセシビリティ・マップの特徴 

Ａ）マップデザイン 
 色の利用については、NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構が提唱するカラーユニ

バーサルデザインの 3 原則＋（プラス１）に則り「どのような色覚タイプの人にもなるべく

見分けやすい配色を選ぶ。（中略）その上で、目に優しく見て美しいデザインを追求する。」

ことを目指した。その際、互いが譲り合うことでより多くの人にとって見やすいものになる

よう「カラーユニバーサルデザイン推奨配色セットガイドブック」を参考に進めることとし

た。また、風景などのイメージが移動の際に重要な情報源であるタイプの方に向けて、先に

方針でも示したように直感的に理解できるよう、実際のイメージに近い色やピクトサインを

使用した。整理された情報の掲載を望むタイプの方に向けては、五福キャンパスに限ってで

はあるが学内サインに用いられている A～G のゾーン毎に建物名をインデックス化した。そ

の結果、建造物内のバリアフリー情報も見やすくなったと思われる。さらに、障がいの有無

にかかわらず多くの人にとって利用価値の高い地図にするために自動ドアで段差のない入口

の他、大学訪問者・学生が利用できる全ての入口、自動販売機の設置個所、ＡＥＤ（自動体

外除細動器）等も表記した。 
Ｂ）ウェブページ 
 印刷用にデザインされたアクセシビリティ・マップをウェブ上でも見やすくするために拡

大表示することとなった。また、五福キャンパスの入口表示の選択画面はゾーンごとに６分

割して表示すること、操作性を高めるウェブページに表示する際のデータサイズはできるだ

け小さくする反面、pdf ファイルでの印刷データのサイズはできるだけ大きくすることとな

った。さたに、ポップアップ表示についてはスマートフォンに対応するため階層を変えずス

クロールによって表示すること、文字リンクのみで表示すること、情報量が多いためゾーン

毎にページのトップに戻るボタンを配することとした。 
 
（５）まとめと今後の課題 
 作成当初、他大学のバリアフリーマップの主な利用対象として想定されている車いす利用

者だけではなく、当支援室の支援の中核となっている発達障がいのある学生にも役に立つも

のを作成することを目標にした。しかし、作成の途中で１つの地図でそれらを満たすことは

難しいと判断し３種類のものを作成した。アクセシビリティ・マップについては、その特徴

でも書いたが、できるだけ汎用性の高い地図になるようデザインを工夫した。ただ、アクセ

シビリティ・マップに反映しきれない情報に関しては、入口情報のウェブ掲載、アクセスビ

ュー、学生の窓口のルート案内を作成し、さまざまな特性にできるだけ対応したつもりであ
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る。 
また、マップのコンセプト決定時に ALP 参加学生の障がい学生支援活動の一環として調

査活動を実施し、アクセシビリティ向上の視点獲得と活動体験の機会提供を目指すことに関

しては、2 か年でのべ 26 名のALP 参加学生が調査活動を行った。終了後、参加学生から「点

字ブロックやスロープがあるのでアクセシビリティに問題はないと思って調査を始めたが、

調査をして穴があることが分かった。改善点は沢山ある。普段気づくことができないことに

気づけて知識が深まった。点字ブロックの上に自転車があったり、スロープの先が開きドア

だったりした。点字ブロックの上に自転車を置かないとか、ドアを開けて押さえてあげるな

どすることでバリアを取り除ける。調査をしてバリアフリーの見方が変わった。」等の感想を

聞くことができた。これらの感想から当初目的としていたアクセシビリティ向上の視点獲得

につながったと思われる。 
 なお、1 年半余りの作成作業を通じて学内資源の活用を図れたことが、アクセシビリティ・

マップ作成の大きな原動力となった。支援学生、ALP 参加学生、ピアサポート学生のべ 40
名が調査活動に参加、協力してくれた。また、高岡キャンパス芸術文化学部の先生にワーキ

ンググループを作っていただき、デザインに関する様々なアドバイスの他、ユニバーサル・

デザインに関しての知見を頂戴できた。さらに、学内では施設企画部をはじめ、多くの部局

からデータの提供、マップに掲載する情報の確認等でご協力いただけた。特に、施設企画部

の方からは富山大学キャンパスマスタープラン２０１１の策定を受けサイン計画が進行して

いることを、作成当初の打合せで伺うことができた。平成 25 年度末に学内サインが整備さ

れ、そこで用いられたユニバーサル・デザインに配慮された文字情報を補うピクトサインお

よび学内サインに用いられているデザインの一部をアクセシビリティ・マップに反映させる

ことができた。 
今後の課題として、次の 3 点を挙げることができる。ひとつは、当事者による評価を行うこ

とである。作成に際し 12 名の支援学生を対象にインタビュー調査を行った。当事者の視点

での評価を基にアクセシビリティ・マップとそのウェブ掲載、アクセスビュー、学生の窓口

のルート案内の更新が 2 つ目の課題となる。更新の際には当事者による評価結果にととまら

ず、できるだけ多くの利用者の声を反映させたい。そして、施設改修に当支援室がどのよう

にかかわるかを検討していくことを３つめの課題としたい。前回のキャンパスマスタープラ

ンの作成から 4 年経過し、次のマスタープラン作成の時期に来ている。アクセシビリティ・

マップの成果を施設企画部で活用したいとの言葉を頂いており、実際、マップ作成を契機に

学部の入口等に手すりが設置された。今後、学内施設設備のユニバーサル・デザイン化に当

支援室としてできることを探究し、関係部署と連携していきたい。 
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【資料１：アクセシビリティ・マップ：五福キャンパス エリアⅠ】 
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【資料２：工学部生協入口の詳細情報のポップアップイメージ】 
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【資料３：アクセスビュー】 

 
  

44 
 



  

45 
 



【資料４：学生の窓口へのルート案内】 
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２－２ トータルコミュニケーション支援部門 

 

２－２－１ 社会参入支援 

 

富山大学では発達障がいのある大学生への支援に関わるコンセプトを「発達障がい大学生に

対する社会参入支援」とし、アクセシビリティ・コミュニケーション支援室トータルコミュニ

ケーション支援部門（以下、支援室）を平成 19 年度に設置した。それまでの学部や教員の個

人的なサポートに頼る支援から、支援室が発達障がい学生支援に関する拠点となり組織的な支

援体制を構築することによって、支援の幅を拡げることになった。 
彼らの特性による多彩な問題に対処するためには、支援全体を見渡し、調整していくためのマ

ネジメントが必要不可欠であり、その役割を担うのが支援室である。支援室における発達障が

い大学生支援を以下のように概念化し、支援全体を、「社会参入支援」として図１のように表し

た。社会参入支援とは、「学生が新しい環境（社会）へ参入するプロセスを一貫して支援するこ

と」と定義づけており、学生と支援者が一緒に紡ぎ出す物語の共有により、学生が新たな関係

（社会）の中に歩み入り、自ら歩み出すという学生の成長モデルを基盤に置いた支援の在り方

を描写するものである。ここでは高等学校から大学へ移行、また、大学から社会への移行期を、

単なる「移行＝ある状態から他の状態に移っていくこと」として捉えるのではなく、「社会参入

＝社会的関係の中で自立した主体として参加し、その中で自己実現を図っていくこと」として

位置づけている。 
 

図：発達障がい大学生に対する社会参入支援 
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【発達障がいのある大学生に対する支援内容】 
 富山大学では平成 22 年よりに高校教員向け入試懇談会事前相談窓口を開設し，またオー

プンキャンパスにおいて事前相談窓口を開設したことにより，支援を求めてきた学生に対して

合格直後から支援を開始することができるようになった。入学直前直後は、その後の大学生活

を左右する重要な時期である。高等学校までとは異なり、大学の授業は基本的に学部や学年ご

とに履修する科目は決まっているものの、時間割はある程度、個人の判断に任せられている。

発達障がい大学生は、空き時間を嫌い、時間割を埋め尽くすほど履修登録をすることがある。

また、１年次に履修しておくべき教養教育科目に興味が持てないと言い、所属学科に関係のな

い授業科目を履修してしまうこともある。このような場合、支援者は学生と一緒に学部の履修

ガイドを参照し、またシラバスで授業内容を確認しながら履修する科目を決定していく。支援

員のアドバイスを聞いても本人が納得しない場合もあり、その時はとりあえず本人が希望する

授業を登録し、定期面接の中で履修状況を確認していく。 
集中的なサポートとして挙げられるのは，①大学生活全般に関する情報の提供，②適切な履

修計画の立案，③スケジュール管理など実行面のサポート，④一人暮らしに必要な情報の提供，

⑤心身の健康を保つための工夫，等であった。高等学校までのようにみんなが同じ時間割があ

るわけではなく、大学は自分で履修計画を立て，課題をこなしていく等，自己管理面での課題

が浮かび上がることもある。また急な予定の変更に対処できない，プリント類の管理ができな

い，課題の意味がわからず取り組めない等の障がい特性も顕在化し，課題が重なると身体症状

を訴えることもあり，気分が沈む，強迫症状が強くなるなどの精神的問題が現れることもあっ

た。このように，環境の変化が発達障がい学生に大きく影響を及ぼすため，入学当初の支援が

その後の大学生活を支えるための大きな意味を持ってくる。この時期は，週一回の定期面談を

通して，履修状況を確認するとともに，課題の有無や生活面の困りごとがないか，具体的な場

面を聞き取り必要に応じた支援を行っていく。 
以下に発達障がいのある大学生への支援に重要なポイントを 2 点にまとめる。 

 
（１）修学サポート 
具体的な内容は、授業科目の選択や履修登録、スケジュール管理、実験・実習、グループワ

ーク、レポート作成、卒業論文など、修学に関わる全般的なことがらに及ぶ。それぞれの授業

内容についての直接的な学習支援は原則として行わない。仮にその必要がある場合、指導教員

へどのように指導を受けに行くかという方法を学生と一緒に検討していく。あくまでも、学生

の努力に見合う成果が得られるよう環境を整え、彼らの意欲が適切に修学へ向かっていくこと

ができるような場を作り出す支援を行っていく。 
多くの発達障がい大学生は、履修科目を決めていく際に詰め込みすぎ、ゆとりのない時間割

を作ってしまう傾向がある。たとえば、高等学校までは空き時間がなかったから、すべて時間

割を埋めてしまうべきだと思っている学生、空き時間の過ごし方がわからないので目いっぱい

に授業を取るという学生など、こだわりが強く出てしまう場合が多い。その場合、５月の連休

明け頃から体調を崩してしまったり、気分が沈むなどの不調を訴え、なかには授業に出席でき

ない状態になってしまう学生も出てくる。優先順位をつけて実行することが苦手であるうえ、

課題の量が多いにもかかわらず、一つ一つの課題に対して丁寧に時間をかけて取り組む結果、

思うように課題をこなせなくなるストレス、また、さまざまな感覚過敏によるストレスにさら

されながら授業を受け続けることの精神的負担が問題となってくる。このように、授業内容以

前の要因で大学生活を送ることが難しくなる学生が多いことを念頭に置き、支援に当たる必要

がある。 
 修学支援を展開するにあたって、教育上の合理的配慮が必要な学生は多い。発達障がいのあ

る学生の困難さには個人差が多く、必要な配慮も個々人によって異なり、定型化することが難
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しい。また、状況によって必要な配慮も異なってくる。そのため、支援室では、合理的配慮に

おける標準的な手続きや内容を固定しておくのではなく、状況に応じて、その都度支援を受け

る学生と支援者（配慮提供者含む）の双方が納得できる配慮を、試行錯誤を重ねながら探究す

る支援活動モデルを確立した。その結果、富山大学では、これまで、「IC レコーダーでの講義

の録音許可」、「レポート提出期限の延長」、「中間・期末テストの別室受験」、「講義資料に科目

名・日時・教員名の記入」等の合理的配慮が実施され、修学上の効果をあげている。 
 
（２）心理教育的サポート 
自分自身の特性を認識し、自己理解を進めながら適切な対処法を知ることによって、将来的

な自立を目標とする発達促進的なサポートである。大学生活における実際的な場面での支援は、

単に直接的な行動を支えるだけだと思われがちであるが、我々の支援は、行動の意味づけを大

切にしている。つまり、ある行動の背景にある概念や意味、価値などを語り、二者間で共有で

きる「共通認識」を作っていく。そして「考えること・思うこと」と「行うこと」の距離をお

互いに確認しながら、その距離を縮めていくという協働作業が面談の中で行われていく。 
青年期の発達段階にある発達障がい大学生への支援は、具体的問題の解決だけにとどまらず、

問題を解決したり解消したりするプロセスを通して青年期の心身の成長をサポートする発達促

進的な意味合いがある。つまり、実際的な行動や、行動選択に関する支援を一義的な目的にし

ながらも、彼らの漠然とした内的世界を言語的に表現し、自分自身を見つめる自己理解のため

の支援に発展させていくことに大きな意義がある。彼らの混乱は、未来の自分への不安や社会

的自立への不安が根底にある場合が多い。その困難さの自覚は苦しみを伴うものであるが、支

援者が心理的なサポートを行いつつ、彼らの変容過程を下支えすることで、学生は精神的な成

長や変容への扉を開くことが可能になると考えている。大学生活は、学生自身が大学で学ぶ目

標や将来像を描くこと、そして、自分自身の弱みと強みを引き受けて生きていくことへの自覚

を持つことなど、アイデンティティに関わる大きな課題に対峙する時期である。このような人

生の節目に当たる青年期の学生の心的成長を促し、彼らが肯定的な自己像をもつための心理教

育は最も重要な支援の一つである。 
 
（３）就職支援 
発達障がいのある学生への就職支援は、修学支援に引き続き行われるが、多くの場合非常に

大きな困難を伴う。特に、平成 21 年度以降、一般就労に至る学生は少なく、我々の就職活動

支援は、ハローワークや地域障害者職業センター等外部の就労支援機関との連携・協同を視野

に入れた就職活動支援モデルを構築する必要性が出てきた。現在、近隣の地域に限ってはいる

が、支援者が学生（卒業生も含む）と一緒にハローワークや地域障害者職業センターに出向き、

職業評価や職業実習に臨席し、彼らの特性に合った職業選択を目指した移行支援を行っている。

実際に就労支援機関と会議を重ねていくうちにわかったことは、学生と担当者とのコミュニケ

ーション支援の必要性であった。移行支援を開始した当初は、就労支援機関につないだ時点で、

支援室の役割は終了すると予想していたが、実際には就労支援機関から、大学での支援状況や

特性に関する情報提供を求められたり、彼らとのコミュニケーション支援を要請されたりする

ことが多かった。複数の学生に関する支援会議を重ねるうちに、高機能発達障がい者の就労支

援は就労専門機関でも未だ手探りの状態であることがわかってきた。具体的には、障がい者職

業カウンセラーやジョブコーチは、発達障がい学生が高い知的能力を持っているにもかかわら

ず、「言語表現が少ないので、意思の確認がしにくい」、「支援者の意図が通じにくい」、「指導を

素直に聞き入れない」等、支援の困難さを感じていることが少なくない。そして、このコミュ

ニケーション上の問題が、適切な配慮を探究することへの障壁になっており、そのことが定着

支援にも影響を及ぼし、離職に至るケーズもあることがわかった。このような実態から、我々
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が大学における修学支援を通じて構成してきた「コミュニケーション支援」という方法論は、

就労支援機関での支援においても応用できるのではないかという仮説を持つに至った。 
就労を見据えた支援のまとめと課題について述べたい。大学における修学支援は、表向きは

単位を取得し卒業することへの支援であるが、その本質的な目的は支援を受ける学生の「肯定

的な自己イメージ」と「社会とのつながり感」を育てることにある。これらを醸成することで、

就職支援に比較的スムーズに移行することが可能となる。修学支援においても就職支援に関し

ても、個々の学生の特性を理解し、彼らが理解可能な表現で、状況判断に必要な背景情報を伝

えることが必要である。また、なかなかうまくいかない就職活動で自信を喪失し、再チャレン

ジする気力を失ってしまう場合もあり、八方塞がりになった状況を乗り越えていくことそのも

のを支援することも必要になってくる。これまでの我々の経験上、修学支援を継続してきた学

生はこのような困難な状況でも、あきらめることなく就職活動に取り組むことができている。

一人で解決を急ぐあまりに、失敗してしまうと、就職活動自体を大きな挫折体験として受け止

めてしまうことになりかねない。しかし、支援を受けながらも着実に修学を全うできていると

いう自信は、同様に、就職活動に関しても支援を受けながら一歩ずつ社会自立への道を歩んで

いるという実感につながっていくだろう。 
大学での支援を行っている立場の者が就職活動支援を行うメリットとして、修学支援で培っ

てきた支援者との良好な関係性を活かすことができ、就職支援と修学支援を継ぎ目なく実施す

ることができる。その結果、本人が就職活動に無理なく移行でき、さらには、大学支援者が就

労支援機関の支援者と本人のつなぎや通訳をすることによって、より効果的な就職活動が迅速

に行えると考える。高機能発達障がい者の場合、障がい者枠の採用であっても、企業は彼らに

コミュニケーション能力を期待する。つまり、障がい者雇用が必ずしも一般雇用に比べて有効

な手段となっていない現状を認識し、その中で彼らが社会的に自立するための移行支援をどの

ように進めていくべきかを考えていく必要がある。 
 今後の支援の課題として、以下の 5 つを挙げ、支援室としての実践を重ねていきたいと考え

ている。１）学生や保護者が、発達障がいがあることを認識していても、修学を続けることで

精一杯なことが多いため、在学中に就職にまで意識を向け、就職活動を進めることが難しい。

同様に、支援者も日々の修学支援に精一杯で、就職に対する展望のないまま支援を行っている

ことが多い。その状況に挑戦するための一つの手段として、長期休暇中に限定したインターン

シッププログラム等を企画し、就職に向けた心の準備と自身の適正を見定めるための自己理解

の促進を目的とした試みを行い、働くことの具体的なイメージを持てるようにしたい。２）採

用試験突破を目的としたスキルトレーニングは、彼らを障がい特性に直面化させるだけで、他

の一般学生と競うほどにスキルアップすることは難しい。できる限り早い時期に支援を開始す

ると共に、時間をかけて彼らの特性にあったコミュニケーション教育を行い、その効果を実証

していきたい。３）職場定着を考えた場合、本人の能力の凸凹に合った業務内容レベルでのマ

ッチングが不可欠である。インターンシップ等でこのマッチングを試行錯誤できる場を開発す

る必要がある。長期休暇中に、学内インターンシップを企画し、学生が就労体験する場を設け

るとともに、その場を通して支援者がより適切な支援方法（ジョブコーチの役割等）の開発を

行っていく。４）高機能発達障がい学生に対する障がい者枠での雇用に関して、就労支援機関

の実績が少なく、どのような実習や訓練が効果的なのか明らかにされていない。また、就職後

の定着支援のあり方に関しても先行事例は少ない。今後は卒業生を対象として「卒後支援 SNS」
を開設し、職場定着に必要な人的・物的環境条件に関して明らかにし、就職に先立つ実習や訓

練の質、方法について検討していきたい。５）一般枠での就職をした場合、どの程度、職業定

着とそのための支援ができるのかは見えていない。就職継続を支える地域の生活支援の必要性

も視野に入れた地域ネットワークづくりを目指していきたい。協力できる企業や当時者との共

同研究が望まれる。 
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２－２－２ 大学における包括的支援【支援事例（架空事例）】 

事例ア）大学時代は困ることが少なかったが、就職後、困り感が増大したAさん 

 入学が決まった時点で、高校の教員および保護者から相談があり、入学と同時に支援を開始した。

在学中は、週1回の面談を継続し、スケジュール管理や体調管理のサポートを受け、大きな問題も

なく単位を取得することができた。就職活動では、面接を中心にしたサポートを受け、無事に一般

雇用枠での就職が決まった。 
卒業後も、定着支援（フォーローアップ）として、Aさんから定期的にメールでの近況報告を受

けていたが、入社後しばらくして、「残業が多い。休日出勤がある。この先、続けていくことができ

るか不安である」という相談があった。その後、支援室では隔週で面談を行い、業務内容や困りご

となどを詳細に聞き、事実確認とAさんの思いを整理していった。Aさんは「仕事は一度入社した

ら辞めてはならないもの」という考えや、「今の状況では会社を辞めるしかない」といった極端な考

えの中で苦しんでいた。支援者は、本人の苦悩を受け止めつつ、「もし、転職を考えるとしても今の

職場の経験は無駄にはならないこと」や、「現状をもっと安定したものすることが大事」というメッ

セージを伝えた。Aさんは面談を通じて自らの極端な考え方を修正し、「転職も視野に入れて考えて

みよう」という気持ちや、「今やれる仕事の業務の中でスキルアップしていこう」という気持ちを表

現するようになり、徐々に仕事への不安も減少していった。現在は、落ち着きを取り戻し、現在の

会社で技術資格を取得するために頑張っている。 
 
事例イ）：頑張っているのに単位を落として留年した Bさん（自閉スペクトラム障がい）  

大学2年生の時に、真面目に講義に出席しているのに、単位を落としてしまい落ち込んでいるB
さんの様子を心配した母親の紹介で来室した。母親は幼少期からBさんの特性に気づき、サポート

してきていた。初回の面談で、Bさんと母親から詳しく話を聞き、以下のようなことがわかった。 
 ＜Bさんの語りから＞ 
 教科書を持って行くのを忘れてしまったり、配布物が多すぎてどれがどの授業の資料かわ

からなくなってしまいます。 
 先生の口頭での指示を記憶することができず、勘違いや聞き漏らしがあって、失敗するこ

とが多いです。 
 授業中に講義内容から別のことを連想してしまって、気がつくと30分も経っていて、授業

内容がわからないままの部分があります。 
 今までで一番頑張っているのに、留年してしまいました。 

 ＜母親の語りから＞  
 幼少期はとても多動で、よく迷子になる子でした。 
 小学校では感覚過敏があり、靴下やズックを履くのを嫌がりました。 
 友達を求めず、同級生に世話をされることが多かったですね。 
 人の名前が覚えられないと言っていました。 
 大学の授業では、一番前の座席で講義を聞いているのに単位が取れず留年してしまいました。 

   そこで、まずはBさんと週に一度の個別面談を行い、状況や疑問点を整理したり、自分ででき

る工夫を考えて実行したりするようにした。併せて保護者面談も定期的に行い、情報共有と支援

方針の確認をし、家庭での見守りや声かけのサポートをお願いした。また、配慮願いについて検

討し、配慮されたことを結果に繋げる努力をするという点についても確認した。 
学部教員と学務担当者との話し合いを行い、学習保障のために、「配付物に日付と教員名を印刷

する」「ＩＣレコーダーでの授業の録音を許可する」という合理的配慮の提供がなされた。 
その結果、Bさんには次のような変化が見られ、単位を取得し進級することができた。 
・手帳を活用してスケジュールを確認するようになった 
・To Do リストを書き出し、優先順位をつけるようになった 
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・クリアファイルでプリントを整理するようになった 
・教員に質問するようになった 
・ゆとりができ学習や趣味の時間が増え、精神的に落ち着き、体調が改善した 
・無事に進級することができ、ゼミに所属し安定した 
・一人暮らしを始め、自己管理のため、優先順位をつけることを意識するようになった 
・対処法を考えるようになった 

    
事例ウ）：入学後すぐに引きこもってしまった Cさん（自閉スペクトラム障がい傾向）  

C さんは、1 年後期から２年半、ひきこもり状態となっていた。入学後 3 年目の後期試験の頃、

単位取得状況の悪さに気づいた学務担当者が保護者に連絡し、Cさんの状況が明らかになった。学

部主催の学習コーチング（先輩が後輩に教養科目を教えるシステム）に参加したCさんのコミュニ

ケーションに違和感を感じた担当教員の紹介で来談した。支援開始当初、C さんは度々次のように

語っていた。 
「高校生までは、勉強しなくてもよくわかった。ノートなんてとったことがなかった。でも、大学

に入ったら、みんなすごいと思った。ついていけない、自分なんてダメだと思った」 
「完全にひとりぼっち。何年も留年している自分は、お先真っ暗だ。もうなにもかもおしまい。ど

うせダメなんだから全部やめる」 
「なんとかしなくちゃと思った。でも、親が悲しむと思って、言えなかった。」 

  そこで、保護者との面談、および学部教員、

学務担当者との打ち合わせを行い、図のよう

な支援体制を整えた。 
 コーディネーターは、Cさんの語りを共感

的に聞きつつ も、進級するために単位を取

得すること、そのために、講義に出る、課題

を出す、テストを受けることといった、修学

における実際の行動がうまくできるようにサ

ポートした。 
一方で、自己理解を促すことや卒業後のこ

とも視野に入れて、支援室が就労移行支援事

業所と共同開発している「ワーク体験プログ

ラムに参加したり、ピアサポートや支援室主

催のコミュニケーションワークに参加したりすることも提案し、Cさんは積極的に参加した。 
 その結果、Cさんは、４年目以降着実に単位を取得し、最終学年に進級することができた。そし

て、自分自身のコミュニケーションの問題に気づいて改善したいと思うようになり、自分の得意な

ことを知って自信を取り戻し、周囲からの言葉を受け入れられるようになってきた。 
 
事例エ）生活管理ができず単位が取れないDさん（注意欠如多動性障害：ADHD） 
 Dさんは、大学の講義で発達障がいの話を聞き、 ADHDの特徴が自分に当てはまると感じて保

健管理センターに自主来談し、支援室で修学支援を受けることになった学生である。Dさんは落ち

着きがなく、話 もあちこちに飛んでまとまらないところがあり、バイトの予定や友人との約束を忘

れがちだったり、対人関係でイライラすると衝動的に生活費を使いこんでし まったりと生活面が全

般的に破綻していた。また、修学面でも授業に遅刻しがちで欠席することが多く、単位が取れずに

苦しんでいたことから、支援室では次の ような方針を立てて支援を行った。 
 週一回、定期面談を行い、授業出席状況や課題提出などの修学状況を確認していく。 
 実習科目がある日にはアルバイトを入れないなど、複数の予定や問題を抱えて自暴自棄にならないように優先順
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位をつける。 
 生活が破綻する原因を本人が自覚できるよう問題を「見える化」する。 
  しかし、D さんは定期的に来室することができず、いつも生活が破綻してから支援室に駆け込

んでくる状況が続いたため、支援室ではまず D さんの特性と生活の 悪循環のパターンについて一

緒に考えていった。Dさんは、支援開始から1年ほどたったころからようやく自己対処では同じ失

敗を繰り返してしまうことに気付 き、支援者や保護者のアドバイスを受け入れることができるよう

になっていった。 
 その後、本人・保護者を含めた三者面談で、医療機関への 受診の必要性や生活支援に関する役割

分担、また進路変更（専門学校、就職など）のメリット・デメリットなどをDさんの将来を見据え

て話し合った。結果、D さんは取り敢えず期限を設けて卒業を目指すことになり、大学（支援室）

の修学サポートと医療的ケア（薬物治療）、保護者の生活支援（約二か月に一度アパー トに様子を

見にくる）を並行して行っていくことになった。 
 何度か期限を延ばして卒業を目指したDさんだったが、本人・保護者の意思決定により、最終的

に退学して就職を目指すことになった。本人と保護者が意思決定するまでに、次のような変化が見

られた。 
①   修学やアルバイトでの失敗をその都度振り返ってきたことで、得意不得意を認識できるように 

なり、当初、不安で考えることを避けてきた大学以外の進路選択について、保護者としっかり話合

うことができるようになった。 
②   薬物治療の効果について、本人から「ひとと話をする際に考えがまとまりやすくなった」とい

う話があり、保護者からも「苛立つことが少なくなり、落ち着いて 話合うことができるようになっ

た」という感想があり、生活の質を高めるために必要な治療という認識になっていった。 
③    ①②から、もし進路変更したとしても、大学での経験は自分にとって有意義なものだったと

前向きに捉えることができるようになっていった。 
 現在、Dさんは地元に戻り、就職活動を行っている。 
 
事例オ）：卒業後３年目に障がい者雇用枠で就職したEさん（自閉スペクトラム障がい） 

  大学3年時に、人と「話す」ことに苦手意識が強く、話そうとすると緊張したり、質問に答えら

れなくなると泣きだしてしまう様子を心配した学部教員の紹介で来談した。 
「コミュニケーションは苦手なので克服したい」と度々語っていたが、大学3年時のインターン

シップに応募した際、その面接で泣き出してしまった。関係者で協議の結果、大学内施設でインタ

ーンシップを行うことになった。書類や書籍の整理など図書館の業務は問題なくでき、担当者から

はよい評価を受けた。インターンシップ後、Eさんは次のように語った。 
 私は人と関わる仕事は難しいとわかりました。たとえば、朝の挨拶をしようと思うのですが、

言葉を発するタイミングがわかりません。努力で何とかなるものではないと思いました。 
 こんなことでは、教育実習にいっても、授業のはじめの言葉が言えなくて泣き出してしまう

かもしれません。4年の教育実習はやめることにします。 
  その後、大きな問題なく単位を取得し、大学を卒業した。希望としては、「話すことが苦手なの

で、営業などはできないと思うが、できれば一般就職したい」ということであった。そこで、Eさ

んの地元就労支援施設を紹介し、そのサポートによりトライアル雇用（製造業）に至った。E さん

は、「作業は難しくないが目が疲れる」と語っていたが、「思ったほどの成果が得られなかった。コ

ミュニケーションの問題」という理由で不採用となった。 
卒業後2年目となり、障がい者雇用枠での就労を目指すことをEさんが納得したので、障害者手

帳取得のために発達障害者支援センターに紹介され、さらに医療機関を紹介されて受診となった。

また、職業評価を受けるため、障害者職業センターを紹介され、ＶＲＴ（職業レディネステスト）

およびＧＡＴＢ（職業適性検査）を受けたが、「教師、営業職に適正がある。手を使った作業は遅い」
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という、Eさんの自己評価や、支援室でのアセスメントとは逆の結果となり、Eさんは困惑した。

その後、就労支援施設の求人紹介により、Ⅹ社でのトライアル雇用（障害者雇用枠）に応募するこ

ととなった。しかし、障害者雇用枠での応募にもかかわらず、再び「コミュニケーションの問題」

で不採用となってしまった。 
そこで、支援室と事業所との共同開発によるワーク体験プログラムに参加することにした。この

事業所は、高機能の発達障がいに特化した就労移行支援事業所で、プログラムの内容がEさんに適

しているのではないかと思ったからである。体験後のインタビューで、Eさんは次のように語った。 
 自分の意見を出すのは怖がらなくていいんじゃないかと思うようになった。 
 自分の言っていることに自信がないときや落ち込んでいるときでなければ、自分は意外と普

通に話すことができるんじゃないかと思った。 
 人の話を聞きながら考えるのは苦手だということを再認識した。 
 ある程度は活気のある職場が自分には向いていると思った。 
 休憩時間の過ごし方に選択肢があってよかった。 
卒業後3年目となり、就労支援機関よりＹ社を紹介されたが、X社の経験を踏まえ、就労支援期

間了解のもと、支援室とＹ社とで、トライアル雇用に向けた話し合いを行った。支援室からは、本

人の障がいと特徴、大学でのサポートの仕方、就職した場合の強みを生かせる方法について説明し

た。Y 社では、障がい者を雇用した経験がなかったため、そのことについての疑問や不安が少しで

も解消できるように心がけた。1ヶ月のトライアル雇用の後、Y社事業主から、「長い目で見て、役

に立つ人として育てていきたい」との言葉があり、無事障害者雇用枠での採用が決まった。 
 

事例カ）：実験レポートが提出できず留年した Fさん（自閉スペクトラム障がい）  

実験レポートを教員が何度注意しても提出できずに留年したFさんのことを心配した担当教員か

ら、なんでも相談を勧められ、そこで話を聞いた相談員から支援室を紹介されて支援に至った。 
 実験には全て出席しましたが、レポートは全く提出していません。ほかの単位もかなり落と

しています。 
 小学校の頃から、提出物はほとんど出していませんでした。習慣がないのだと思います。 
 作文を書くのも苦手です。何を書いて良いかわかりません。 
 時間にも遅れがちです。 
支援開始当初、上記のように語り、困ってはいるがどこか人ごとという雰囲気だった。また、面

談を休みがちで、結局レポートは提出できず2度目の留年をした。支援2年目になり、実験レポー

ト以外の単位は全て取得できたが、実験レポートはどうしても出せなかった。このことについて、

F さんは「なにをどう書けばよいかわかりません。これぐらいでよいのかどうか…考えているうち

にあっという間に時間が過ぎます。こんな状態で質問はできません。」と語ったため、支援者が同行

して担当教員に質問に行ったところ、「実験レポートは、とにかく出すことが肝心。まずはデータを

書く。考察は論文のこの部分を参考に。○日までに、途中でもよいので見せること」という具体的

で明確な指示をもらった。 
 支援3年目になり、保護者と連絡をとったところ、保護者も「休みの日は家で寝てばかりいるこ

と。朝のしたくもとても遅いこと。学校に行ったと思っていたのに家に帰って寝ていたこともある」

という様子を大変心配していたことがわかった。これまでの経緯を話した結果、受診することにな

り、自閉スペクトラム障がいの診断を受けた。このことにより、F さんは自分の「こだわり」を受

け入れることができ、事態を自分のこととして受け止めるようになってきた。そして、実験レポー

トを提出し、4 年生に進級した。研究室では、研究室の先輩がよいモデルとなり、卒論を完成させ

無事卒業した。 
 Fさんは、この3年間の自分を振り返り、一般に就職するのは難しいと自ら判断したため、関東

にある高機能の発達障がいに特化した就労支援事業所で訓練を受け就職が決まった。 
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２－２－３ 小集団活動 

 
個別面談を継続している学生の多くは、「一対一だと話せても、人数が増えるとうまく話せな

い」、「いわゆる雑談の場が苦手です」、「同世代の仲間と会話できるようになりたい」と言う。

学部のグループ活動やゼミでのディスカッションでは、「気の利いた一言も話せずに、自分がい

るだけで迷惑をかけているのではないか」と悩む学生も、個別面談での支援者との良いコミュ

ニケーションを自信に、一対一の関係性を超えて、複数の対等な関係性を求めるようになって

いくのである。支援室では、このような学生の願いを実現するための小集団によるコミュニケ

ーション活動の場を提供している。 
筆者らは、発達障がいのある人へのコミュニケーション支援とは、「良質で豊かなコミュニケ

ーションの“場”を提供すること」にあると考えている。そのような良質な関係性が保証され

る中でこそ、彼らは良いモデルを取り込み、自分自身のコミュニケーションに敷き写していく

力を発揮できるのである。そのような考えに基づいて私達は、コミュニケーション障がいに対

する支援方法として、トレーニング的な要素が強い方法ではなく、良好なコミュニケーション

の場をマネジメントするという方法論を選択している。辻井らは、コミュニケーション・ワー

クについて、「困る行動を矯正するようなプログラムは効果がなく、むしろ、一緒にやると楽し

いというポイントを押さえたものでないと有効な体験はできない」と言い、高山はソーシャル

スキルに関する指導に関して、「自分の長所と苦手なところ、他者との違いを理解し、お互いの

違いを尊重して協調するプロセスが重要であり、自己理解と自己尊重が基本である」と述べて

いる。これらの先行研究をもとに、筆者らは、発達障がい学生の内にすでにコミュニケーショ

ン能力はあり、それをうまく発揮できるようなコミュニケーションの場を、学生と支援者が一

緒に創り上げていく姿勢がコミュニケーション教育で重要なポイントになると考え、小集団活

動を企画した。ここでは、毎週定期的に開催している「ランチ・ラボ」と、年に数回、イベン

ト的に開催している「コミュニケーション・ワークショップ」を紹介する。 
 
（１）「ランチ・ラボ」 
小集団活動に参加する学生は、支援室の個別面談を受けている学生を対象としている。また、

「コミュニケーションが苦手だが、克服していきたい」、「同年齢の仲間とのコミュニケーショ

ンの場がほしい」という願いを持っている学生に声をかけ、参加を促している。同じような悩

みや同じような願いを持つ学生同士が一堂に会し、緩やかな雰囲気の中で集うことによって、

彼らの「人と関わることへの不安」が解消し、「自分なりの関わり方に安心し、自信を持つ」こ

とができる機会になることを期待した。また、自分の考えや意見を尊重して聞いてもらう体験

をすると共に、他者の考えに耳を傾ける体験を通して、さまざまな考えや解釈があることを知

り、考え方の多様性を受け入れる態度を養うことができる機会になって欲しいという願いもあ

った。 
なお、人とのかかわりに不安や緊張が強い学生には無理に紹介せず、あくまでも学生本人の

意思を尊重した自主参加を基本としている。また、活動に参加した後には、個別面談で振り返

りを行い、小集団活動での不安や疑問を解消していくように配慮した。 
 

＜活動の概要＞ 
①実施日：毎週水曜日 12:00～13:30 の 90 分間。 
②活動内容：会食、ラボトーク、メタ・ナラティブの作成 
③参加者：学生 4～5 名（随時、卒業生も含む）、支援者 2～3 名 
④活動場所：アクセシビリティ・コミュニケーション支援室活動室 

＜活動の流れ＞ 
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◯各自準備した昼食を食べながら雑談する。 
◯ラボトークを開始する（あらかじめテーマ（話題）をカードに書いて準備しておく）。 

① 一人がカードをめくり、各自そのテーマについて付箋に書く。 
② テーマについて順番に話をして、付箋をシートに貼る。 
③ 一人の話が終わったら、他の参加者は質問や感想、意見を言う。 
④ 同じテーマについて、全員が順に話をする。他の参加者は感想をシェアしあう。 
⑤ テーマを変えて、①～④を数回繰り返す。 

◯最後にシートを見ながら全員で振り返り、メタ・ナラティブを作成し、シェアする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜支援者としての配慮＞ 
支援者は、ランチ・ラボの場では一人の参加者であり、コミュニケーションを心から楽しむ

姿勢をとり続けた。その一方で、小集団活動が参加学生にとってより有意義なものになるよう

な配慮や工夫を行った。たとえば、学生同士の交流が行われるように、学生の小さなつぶやき

を拾いあげ、他の学生に話題をつないでいくつなぎ役としての役割を担うとともに、学生の発

言に対して積極的に肯定的なコメントをしたり、学生の言葉を引き出すような質問や意見を伝

え、学生にとって「話す・聞くモデル」となるように心がけた。また、スムーズに言葉が出な

い学生の時は、あえて静かで穏やかな表情で発言を待つという態度もモデルとして示していっ

た。 
テーマは、学生が主体的に参加できるよう学生の希望や要望を随時取り入れた。また、会話

に苦手意識が強い学生も安心感をもって会話できるように、個人面談の中で語られるそれぞれ

の学生の興味をテーマに盛り込んでいった。回数を重ねるにしたがって、学生が自分自身の特

性や傾向に関心を向けるようなテーマを盛り込んでいった。すべての学生が話し終わった後、

「メタ・ナラティブ」に関する対話を行った。メタ・ナラティブとは、個々の学生が基盤とし

ているナラティブをシェアし、他の人々がそれぞれに持っている多様なナラティブを尊重しつ

つ、取り込みながら創り上げられた、一つのまとまりのある高次で一貫したナラティブのこと

をいう。 
  

図１：ラボ･トークで使用したカードと付箋 
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＜テーマ＞ 
 内容別に５つの段階を設け、参加者の状態や時期等に応じて選択している。例は抜粋である。 

① 気軽に話せる内容：「好きな食べ物は？」、「夏休みの思い出」、「一番好きな給食のメニ

ューは？」、「好きな色は？」 
② 日頃の自分を振り返る内容：「自由な時間は何をしますか？」、「リフレッシュ法は？」、

「大学での勉強法は？」、「最近、一番嬉しかった？」 
③ 自己開示する必要がある内容：「自分にとって心地よい場所は？」、「五感の中で一番大

切なものは？」、「恥ずかしかった失敗談」、「自分で自分を褒めたいときは？」、「一番

辛かった出来事は？」 
④ 判断を伴う内容：「興味のない話題の時はどうしますか？」、「急いでいるときにアンケ

ートを頼まれたら？」、「先輩から食事に誘われました。でもバイトがあります。そん

なときどうしますか？」 
⑤ 就活の面接に役に立つ内容：「自己ＰＲを一言で」、「子どもの頃憧れた職業は？」、「あ

なたにとって働くとはどんなことですか？」、「10 年後の自分はどうなっていると思い

ますか？」 
 
＜ランチ・ラボの実際＞ 
テーマは毎回５～６枚ほど準備する。内容は少しずつ変化させているが、同じテーマのカー

ドもときどき使用する。同じテーマでもそのときの状況や気分によって異なる発言になる場合

もあり、そのこと自体、学生にとっては良い体験となる。ある日のラボトークを紹介する。 
 
【テーマ：自分を自分でほめたい時】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ラボ･トークの抜粋/ A,B,C：学生、支：支援者） 
A：（カードを引く）「自分で自分を褒めたいときは、どんな時ですか？」・・・う～ん・・・

難しい質問ですね。 

図 ２：それぞれのナラティブ 
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支１：つい最近のことを書こう。 
A：どうしようかな？え～、そんな事あったかな？ 
B：うーん。褒めたい時か・・・ 
～それぞれが考えて、付箋に書く～ 

支１：はい。じゃあ、カードを引いた A さんからお願いします。 
A：はい。えっと、自分で自分を褒めたい時は、つい自分にとって難しいと思ったり、嫌

だと思ったりしたことをやり遂げた時。 
B：あー、納得できますね。 
A：私、結構、嫌なことはやらないって性格なんで・・・ 
B：なるほど。 
A：けっこう人生それでごまかしてきたところがあって、でも、それでも、どうしても難

しいことや、嫌なことをやらないといけないから、もう、それは避けて通れないことも

ありますから。それを乗り越えたら、もう、褒めてあげたいと思いますね。 
B：素晴らしいですね。 
～一同口々に、同意したり賞賛したりする～ 

支１：次、私です。私は儀式が苦手です。ある式に出席して、60 分静かにしていたことを

褒めてあげたい。 
B：そういえば…あの。僕は、教職を取っていますけど、入学式とか、そういう大事な式

で居眠りするんですよ。 
支１：同じですね。あんな寒いところで・・・と思うけど。きっと、自分で意識をシャッ

トダウンするんだと思います。 
B：あー、なるほど。 
C：式は嫌いでした、小学生の頃とか私はよく脱走して捕まってた。（笑い） 
支１：脱走したい気持ちわかります。 
A：あー、わかる、わかる。わかります、それ。 （以下、略） 

 
 これまで失敗体験が印象に強く残っている学生、また、自分への評価が厳しい学生が多く、

なかなか思いつかない学生もいる。支援者もまた、このテーマには苦戦していたので、「あらた

めて考えると、なかなか出てこないものですね」とつぶやいたり、「小さなエピソードでもいい

んですよね」と他の支援者に話しかけ、正直な自分の気持ちを表現する。すると、ある学生は、

「これぐらいのことで自分をほめてもいいんですかね？」とつぶやく。それに対して支援者は、

「自分がそう思ったらそれでいいんですよ。些細なことでも、自分なりに褒めてあげたいと思

ったらそれでいいのです」と言うと、一同に安心したように書き始めていく。 
このテーマは過去のネガティブな体験に埋もれているかもしれない「頑張っている自分」を

思い出し、肯定的な自分としてのイメージに敷き直す作業が必要となる。A は、「嫌なことはや

らないタイプ」と自己開示したうえで、「それでもやらなくてはいけない時があり、それをやれ

た時は自分をほめてあげたい」と語った。「同世代の仲間の前で、自分の気持ちなんて話したこ

とがない」と言っていたＡが、隠しておきたいような弱い部分を正直に伝えながら、ちょっと

頑張った自分を程よい満足感を持って表現している。そばにいたＢが即座に、「あ～、納得でき

ますね」と反応してくれたことでＡは安心し、さらなる自己開示をおこなっている。「素晴らし

いですね」という賞賛の声は、ネガティブな体験に隠れていた肯定的な自己像を認識する機会

となった。 
個別面談の場では、過去を振り返り、自分自身の内面を語ることに抵抗があったＡであった

が、小集団活動の場では同世代の仲間であり、同じ悩みを持つ仲間であるという安心感も手伝

って、素直な気持ちを言い表すことができた。一人の支援者からの賞賛よりも、複数の仲間か
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らの賞賛が、大きな影響力を持つようだ。安心・安全な枠の中で、お互いをエンパワーするグ

ループダイナミクスが、相互に良い影響を与えている様子がうかがえた。 
＜メタ・ナラティブの作成＞ 
すべての参加者が発表し終わった後、支援者は、「こうやってシートを眺めると、どうでしょ

うか？なにか感じることはありませんか？」と問いかける。ある学生は、「ラッキーなことをし

た時に、よくやったぞ！って思います」と言い、ある学生は、「嫌なことを頑張ったときに、褒

めてあげたいという人が多いです」と言う。支援者はすべての参加者の発表を確認しながら、

一人ひとりの発言をつなぎ合わせ、一つのナラティブにまとめ上げていく。 
最後に完成したメタ・ナラティブは以下の文章である。 

『自分で自分を褒めたい時はどんなときですか？というテーマに関して、まずは、いつも起き

ないようなミラクルを起こしたときに、思わず自分を褒めたくなるという話がありました。気

分が一気に良くなるという感じだと思います。また、自分が努力したことがうまくいったとき

に、自分を褒めたくなる気持ちになるようです。家族から褒められるといっそう嬉しい気持ち

になってしまいます。一番多かったのは、自分にとって難しいと思ったことや嫌だと思ってい

ることをやり遂げたときに、頑張った自分を褒めたいと思うようです。嫌だと思うことは逃げ

たくなると言う考えを持つ人が多かったのですが、逃げないでやり遂げたときには、その喜び

も大きいのだと思いました』 
小集団活動では、一人ひとりの発言が他者との関係性の中で価値のあるものとして尊重され、

テーマを媒介とした人とのつながり感を得ることができる。たとえば、「似たような考えが多か

った」、「◯◯さんの話を聞いて思いだしたことがあります」、「△△さんと同じことをするとき

もあります」という発言が見られ、人は共通した考え方をするものであることを知る。さらに、

小集団活動は、一人ひとりの考えが尊重され、盛り込まれた「私たちの物語」が創造されてい

く場として機能している。Ａは、その後の個別面談の場で、次のようなことをしみじみと語っ

ていた。「こうやって眺めてみると、なるほどって思います。みんな違う考えだけど、誰もが同

じように工夫しているという点では同じですね。一人で考えているとおかしいんじゃないかっ

て思うけど、意外にそれで良かったりするんですね。」 
青年期は、自分は何者かという問いを通して、自分自身の存在を心の中に形成していく時期

であるといわれている。アイデンティティとは、自分がまぎれもなく自分自身であるという確

かな感覚のことをいうが、通常は他者との関係性の中でお互いに影響し合い、段階的に確立さ

れていくものである。他者との社会的コミュニケーションで苦労し、肯定的な自己像を持つこ

とに失敗しがちな発達障がい学生に対する小集団活動は、青年期のアイデンティティの確立に

も貢献するものと考える。 
 
（２）コミュニケーション・ワークショップ 
 発達障がい学生に対する良質で豊かなコミュニケーションの場を提供するために、筆者らは

非言語的コミュニケーション・ワークショップを開発した８）。先に紹介した「ランチ・ラボ」

と同様に、次のような場であることが重要視である。何を行うか、何をテーマにするかは異な

るが、ファシリテーターは、その都度、具体的なコンテクストの中で、常にこのような場を維

持していく努力をしていく必要がある。 
① 参加者がそれぞれに存在をおびやかされることなく安心して交流できること。 
② それぞれの人が持つ多様な価値観が尊重される場であること。 
③ 一緒に活動することの楽しさを味わうことができること。 
参加者がそれぞれに自己表現し、双方向に影響し合うワークショップを目指すために、その

展開に当たっては次の 4 つのポイントが重要である。 
① センシビリティ（Sensibility）：自分自身の五感を通じた身体感覚や物事に対する感じ方に
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気づき、周囲の人たちと調和しながら物事への新しい視点を築いていくために感覚を鋭敏

にしていくこと。 
② コミュニケーション（Communication）：自分にとって心地よいコミュニケーションのあ

り方を見つけ、他者と向き合うことを体験から学び、双方向の関係性を構築していくこと。 

③ クリエイティビティ（Creativity）：自分自身の内側にある創造力をさまざまな活動を通し

て掘りおこし、自分にしかできない新しい活動を模索していくこと 
④ エンターテイメント（Entertainment）：自分自身の良さや自分の活動をより深く理解して

もらうために必要な表現力を身につけ、まわりの人に感動や喜びを伝えていくとともに、

自分自身にも影響を与えるもの。 
この 4 つは段階的であり、かつ、相補的である。自分自身の感性を鋭敏にさせ、自らの内側

に芽生える発想や工夫を他者に表現したくなる。自他の感性や感覚、感情が直接的に共有され、

他者との関係性の中で自分自身を認識していくプロセスは、コミュニケーションをより促進す

る場となっていく。 
 ワークショップで使用するコミュニケーションの媒介物はさまざまだが、ここでは「表情ワ

ーク」と、「絵カードとポエム」を紹介する。 
＜表情ワーク＞ 
① 顔記号に出会う 
好きな顔記号、あるいは興味がある顔記号を一つ選び、その顔記号の紹介を含め自己紹介を

する。 
②顔記号と遊ぶ。 
 選んだ顔記号に、付箋でぴったりくる擬音語を選び、シェアする。 
 顔記号に喜怒哀楽など感情を表す言葉を付ける。 
 顔記号に合う楽器の音を探し、表現する。 
③新しい顔記号 
 自分の今の感情に合う顔記号を作る。 
 新しい記号を喜怒哀楽別に分け、仲間でシェアする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３：表情ワークの様子 
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 何枚かある絵カードの中から好きな絵カードを選び、それを題材にしたポエムを作る。それ

ぞれが絵を見て触発されたことを単語で表したり、音をイメージして擬音・擬態語をつけたり

など、自由に言葉を創り出していく。解釈は人それぞれであり、それぞれの表現はすべて違う

が、どれも間違いではないこと、他の人の表現を楽しみながら参加することを確認しながら活

動を進めていった。 
 
 ある学生は、たくさんの絵はがき

の中から自分の気に入ったものを選

び、それに触発されて心に浮かんだ

言葉をつないで、即興でポエムを作

った。 
「クリスマス、降り積もる雪・・メ

シア、メシア、メシア・・・外では

冬のしじまが刺すような月の光を浴

びてシーンとしている・・・」 
メシアとは旧約聖書でキリスト（ヘ

ブライ語でメシア）のこと。日本語

の「飯や（あるいは飯屋）」と掛詞に

なっている。小説を読むことが好き

で、自らも小説を書くのが趣味とい

う学生の良さがうまく表現された素

晴らしい作品であった。 
 
 このようなコミュニケーション・

ワークショップに参加した学生は、

「自分は、しゃべることに関して自

信はないが、しゃべらずともコミュニケーションできるということを知り、少し自信がついた」、

「楽器を使った活動では、リズムを合わせるのが苦手だというコンプレックスがあったが、や

っているうちにそういった意識は薄くなった」、「自分から進んで活動できたことが本当にうれ

しかった」、「普段は人との関わることにはあまり関心はなかったけど、今回はとても楽しかっ

た」などの感想を語ってくれた。 
通常の個別面談では扱われることのない「非言語的なコミュニケーション・ワーク」により、

他者と共感すること、他者と響きあうことを文字通り体験することができ、さらに、遊びの要

素が加味されることで、自分なりの工夫が活かされ、コミュニケーションを楽しんでいる様子

が見られた。 
 
（３）まとめ 
筆者は学生との個別支援の中で、新しい物語を一緒に紡ぐという体験を重ねてきた。発達障

がいの中でも自閉症スペクトラム障がいの特性は、いわゆる「自閉的思考」に固着したままに

なっていることが多い。つまり、彼らは独特の心理的スキーマを形成し、その枠組みの中で周

囲の出来事を理解しようとする。自閉症スペクトラム障がいの心理的スキーマの特徴は、その

場のコンテクストの影響を受けにくいことと、他者の視点を想像しにくいことが基底にあり、

これに社会的孤立が加わると周囲の人から指摘されることもなく、修正される機会もなくなり

固定化してしまう。個別面談では、このような思考プロセスを対話の中でひも解き、ありがち

な行動パターンを修正していく作業が行われる。彼らにとって基盤となる「強固で絶対的なナ

図４：食事のレシピを描いた絵カード 
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ラティブ」を一方的に修正しようとするのではなく、大枠では共感し、そのことを尊重しつつ、

具体的な実行の部分を検討していく。実行を支えるアイディアは、彼らの経験から得られた信

念とは異なっている場合があるが、それをひとまず横に置いて、とりあえずやってみることを

勧めるのだ。実行を支える支援は成功をもたらし、成功は彼らの基盤としてのナラティブを変

容させていく。そのような対話と実行のサイクルが、新たな基盤としてのナラティブを創りあ

げていくと考えている。 
筆者らは小集団活動においても同様の体験が可能ではないかと考えている。それぞれの語り

を互いに尊重しながら聴くことで、ここにいるすべての人々の語りを統合した新しい物語が創

造されていくのではないかという仮説である。メタ・ナラティブは、「私達が一緒に物語を作っ

ている」という活動を明確に表してくれる。また、コミュニケーション・ワークショップは、

「私達が一緒に豊かなコミュニケーションの場を創っている」という実感をもたらす。繰り返

しにはなるが、発達障がいのある人へのコミュニケーション支援とは、良質で豊かなコミュニ

ケーションの場を提供することにあり、そのような良質な関係性の中で、彼らは人と関わるこ

との意義、安心、喜びを感じ取っていくものと考える。 
ワークショップ形式の表現活動は、自分が人に喜びをもたらし、影響力を及ぼすことができ

る体験であり、自己肯定感、自尊感情を満足させることに導かれるものでなければならない９）。

コミュニケーション・ワークショップは、それぞれの解釈の違いそのものが尊重されるので、

一人ひとりが持っている個性・特性が常にポジティブに受けとめられ、自分自身のオリジナリ

ティが尊重される機会となり、自分がここにいていいという自己存在感を実感できるコミュニ

ケーションの場となる。発達障がい学生にとって、青年期のアイデンティティの課題に直面す

ることは、大きな不安を呼び起こす可能性はあるが、良質で豊かなコミュニケーションの場を

通して、その重要な作業に向き合う学生を支えていきたいと考えている。 
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２－２－４ 大学体験プログラム「チャレンジカレッジ」 

 

支援室では平成 24 年度より、将来的に大学への進学を希望している、発達障がいのある中

学生や高校生に対する大学体験プログラムを計画、実施している。大学での生活や、大学では

何を学ぶのか等について、実際に模擬授業を受けたり、先輩から話を聞いたりすることによっ

て、大学生活のイメージを確かなものにすると同時に、自分に合った進路選択ができるように

なることがその目的である。また、このプログラムは富山大学に在籍する学生のピアサポータ

ー養成プログラムの一環としても行っている。 
併せて、本プログラムの実施にあたっては、県内の高等教育機関へも呼びかけている。昨年

度は私立単科大学の教員の参加があり、その大学の特徴を説明してもらった。今年度は、残念

ながら参加はなかったが、このような取り組みを、他大学と連携したり協働したりしながら継

続していくことで、大学における発達障がい学生へのサポートについての理解が深まるととも

に、支援の質を高めていくことにもつながると思われる。 
平成 26 年度の概要は以下のとおりである。 
・実施日時：8 月 8 日（金）10:00～15:00（12:00～13:00 は昼食） 

 ・場所：富山大学五福キャンパス、学生会館（２階）多目的利用室 
・プログラム： (1) 大学とは、各大学の特徴 

         (2) 先輩からのメッセージ～大学生活とは～ 
         (3) よりよい大学生活を送るヒント（障がい特性に応じた対処法） 
         (4) 昼食および施設の利用体験（生協食堂、図書館 等） 
         (5) 先輩と語ろう（大学生と中学生・高校生との座談会） 

 ・参加者：発達障がいのある生徒 5 名。保護者 4 名。ピアサポーター6 名。 
 今年度は、学生時代に支援室でサポートを受け現在就労中の方に経験談を語ってもらうとい

うプログラムを新たに加えた。参加者にとっては、ピアサポーターとしての先輩の話と、自分

と同じように発達障がいのある仲間でもある先輩からの経験談を聞くことができ、より内容に

深みが増したのではないかと思われる。 
 
以下、参加者からのアンケートを抜粋する。 

 ＜参加生徒から＞ 
・よりよい大学生活を送るヒントが印象に残った 
・どのように相談が支援室で行われているか、実際にできれば確認してみたい。 

履修体験 施設利用体験 
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・サークルなどについてもう少し聞きたかった 
 ＜保護者から＞ 
・大学の特徴やよりスムーズに大学生活を送れる対処法など、オープンカレッジでは学べな

い内容でとても良かった。 
・大学で失敗しやすい点が聞けてよかった。 
・大学生活を楽しむために必要なことが見えてきた。 
・学生の方々の話を聞くことが出来たことが良かった。 
・先輩からもっと学習のやり方の工夫もきけたらありがたい 
＜ピアサポーターから＞ 
・発達障がいのある生徒さんと実際に話してみて、その苦労や悩みなどを聴くことができた。 
・発達障がいというものがどういうものなのか理解が深まった。 
・パワーポイントを作る際、支援室の方々にアドバイスしていただいたこと（わかりやすい

言葉選び・使わないほうがいい表現など）はとても参考になった。 
・支援室の取り組みを具体的に説明するとよいのではないかと思った。 
・何事も“理解すること”が大切だと思いました。 
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２－２－５ 就労支援事業所での就労体験プログラム「チャレンジワーク」 

 

支援室では、平成 24 年度より、発達障がい学生に必要な就労体験について探索してきた。

その一環として、発達障がい者に特化した職業訓練を行っている就労支援事業所との共同研究

を行ってきた。 
以下に平成 25 年度に行った就労体験プログラム「チャレンジワーク」の調査研究報告※１に

ついて記す。（平成 26 年度の「チャレンジワーク」は 3/16（月）～3/20（金）に実施予定） 
 
※１）平成 25 年度 独立行政法人日本学生支援機構 障害学生修学支援ネットワーク充実・

強化事業～障害学生支援に関する調査研究～「高機能発達障がい大学生に対する就労支援の在

り方に関する実証的研究」研究成果レポート（富山大学）P.18~P.22 より抜粋。 
 

＝＝＝＝＝ 

発達障がい学生への職業訓練体験に関する質的研究 

 
１．背景と目的 
 発達障がい学生の多くは、社会的コミュニケーションに困難さを抱えており、修学と就職活

動の両立が困難なことから、在学中にアルバイトやインターンシップといった就業経験を持つ

ことが難しい。また、就業経験がある場合も自身の苦手さに直面したり、周囲から叱責を受け

たりといった経験から、社会参入に対して極端に消極的になってしまうことも少なくない。 
本調査の目的は、発達障がい者に特化した職業訓練を受けた本学の発達障がい学生および、

職業訓練スタッフに対してインタビューを行うことによって、発達障がい学生に必要な就業体

験について探索し、大学が適切な社会参入支援を提供するための指針を明らかにすることであ

る。 
 
２．研究の体制 
（１）研究実施者および、研究協力者 
  ◆研究実施者 
   西村優紀美、桶谷文哲、水野薫、日下部貴史、松原美砂 
  ◆研究協力者 
   ① 富山大学に在籍する発達障がいのある学生（未診断の学生を含む）：3名 
   ② 株式会社Kaien（代表取締役、職業訓練スタッフ） 
 
３．研究の方法 
（１）職業訓練プログラムの実施 

◆実施期間：平成26年3月3日～平成26年3月8日 
◆実施地：Kaien秋葉原事業所 
◆プログラムの概要： 

研究協力者の学生3名を対象として、発達障がい者に特化した職業訓練プログラム（※

図1）を提供した。当プログラムの実施計画・スケジュールは、学生の修学スケジュー

ルを考慮した上で、研究実施者とKaienとの間で調整を行った。当プログラムの実施は

Kaienスタッフによって行われ、職業訓練プログラム実施中は、研究実施者が、適宜現

地にて参与観察を行った。 
当プログラムに参加した学生（以下、実習生）は、オンライン店舗の運営業務を通し

て、現場マネージャ（上司役）および他の訓練生と業務上のコミュニケーションである
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「報告・連絡・相談（報連相）」を体験する。研究実施者は、参与観察において、実習

生の「業務内容」や「報連相の手段（情報伝達システム）」などの静的要素に対する理

解と、「職場の雰囲気」や「上司や他の訓練生からの声掛け」、「協働作業」などの動的

要素に対する適応の過程に注目した。 
 

図1 

 
（２）研究協力者へのインタビュー調査 

◆実施期間：平成26年3月7日～平成26年3月14日 
◆実施地：富山大学（実習生）、Kaien秋葉原事業所（Kaienスタッフ） 
◆インタビューの概要： 
研究実施者（西村・桶谷・水野・日下部）が、職業訓練プログラム実施後に研究協力者

（実習生3名、およびKaienスタッフ3名）へのインタビュー調査を行った。実習生には半

構造化インタビューを個別に行い、インタビュー時間は概ね60分とした。Kaienスタッフ

へのインタビューは、90分程度のグループインタビュー（Kaienスタッフ2名と研究実施者

2名の計4名）とKaienスタッフ1名に対する30分程度の非構造化インタビューの形式をとっ

た。インタビュー内容は、各研究協力者の承諾を得た上で録音し、音声データを書き起こ

して逐語記録を作成した。 
本インタビュー調査は、実習生と職業訓練スタッフの双方に対して行うことによって、

当事者の視点による体験的理解や気付きが、提供された職業訓練のどのような環境や周囲

との関わりによって生じるのかを明らかにすることができると考えた。 
実習生へのインタビューおよびKaienスタッフへのグループインタビューは、おおまか

に以下のような質問項目に従って行い、回答の内容によって適宜質問を追加した。 
 

◆実習生への質問項目 
① プログラムに参加した全体的な感想 
② プログラム（合計5日間）について、1日毎に行った内容 

3月8日（土）

午前

9：30
↓

12：00

職業訓練終了生
（社会人）の体験談

休憩
12：00
↓

13：00

昼食

移動午後

13：00
↓

15：30

オンライン店舗業務

就活について
or

ＰＣ練習

移動

昼食 昼食 昼食

１４：３０
支援室スタッフと
待ち合わせ

１５：００
Kaienで職業訓練オリエ
ンテーション

オンライン店舗業務 オンライン店舗業務 オンライン店舗業務

オンライン店舗業務 就職活動の作業 オンライン店舗業務

3月3日（月） 3月4日（火） 3月5日（水） 3月6日（木） 3月7日（金）
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③ プログラム中に印象に残った出来事 
④ プログラム中にKaienスタッフや他の訓練生から受けたフィードバックについて 
⑤ プログラム中に他の訓練生の「作業への取り組み方」や「コミュニケーションの取り

方」について印象に残ったこと 
⑥ プログラムを受けて気づいたことや学んだこと 

 
◆Kaien スタッフへのグループインタビューにおける質問項目 

① 各実習生に対する印象 
② プログラム中に見られた各実習生のエピソード 
③ 社会人（働く）としての観点からの実習生の見立て 
④ プログラムにおいて、実習生の「作業への取り組み方」や「コミュニケーションの取

り方」で工夫したところ 
⑤ プログラム中に見られた実習生の変容 

 
４．インタビュー結果 
ここでは、各実習生の逐語記録から今回の職業訓練プログラムを通じた体験的理解・気付き

を現わしていると考えられる「具体的な語り」を抜き出した。理解・気付きの基になったと思

われる「体験・環境」については語りの文脈から判断した。（※図2） 
※具体的な語りは、読みやすくなるように部分的に加工を行っている。 
 

図2 
 体験的理解 

・気付き 
基になった 
体験・環境 

具体的な語りの一部抜粋 

ａ 報連相の重要性 
メール等によって

報連相を適宜行う

職場環境 

印象に残ったことは、仕事に対する報告メール

をすること。例えば作業計画を立てるとする。

それで変更があれば変更して、それを伝える。

終わるときに日報なり、定時報告なりをする。 

ｂ 特性理解 立場関係のあるコ

ミュニケーション 

自分は、記憶力とか判断力とかが、なまじある

せいで、そこから判断しちゃうことが多いと思

う。人に聞かなくても、記憶から推測してやっ

てしまう癖がある。（中略）結局、独断でやる

ことになってしまう。報告とかもすることが大

事だと思った。（中略）僕が上に立っているの

であれば今のままでいいのかもしれないけど、

結局、自分より上に人はいるので。 

ｃ 
自身のコミュニ

ケーションに対

する気づき 

挨拶を交わす職場

の雰囲気 

職場では皆、挨拶をして帰っていきます。来れ

ばおはようございます、帰るときは失礼しま

す。（自分は）そういうのをあまりしなかった

なあと思う。 

ｄ 
指示・説明に対す

る返答の必要性

の理解 

上司役のスタッフ

から指摘を受けた 

（仕事の）話を聞くわけですが、それで分かっ

たら「はい」と言ってくださいと言われました。

僕は、分かったら、それをやればいいやと思う。

やっているのをみせようとしているのですけ

ど、結局、「はい」と言わなくてはならないの
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だなと気づいた。 

ｅ 
理解しづらい社

会通念に対する

気付き 

オンライン店舗業

務の検品説明や客

からの問合せ対応 

お客さんに対する敬意とか、そういうのがよく

分からなかった。（中略）自分が理系的な考え

方をしているからか、質問には、ポイントを押

さえて簡潔に説明するというやり方をする。 

ｆ 
業務上のコミュ

ニケーションの

大切さの理解 
プログラム全体 

（プログラム全体を通じて）学んだことは、や

っぱりコミュニケーションが大事なのだとい

うこと。 

ｇ 就職活動に対す

る気付き 

採用試験を受けて

きた他の訓練生が

戻ってくる様子を

何度も見た 

就職は本当に大変なのだと思いました。 

ｈ OJTの有効性へ

の気付き プログラム全般 

実際に（業務を）やってみないと目の上を滑っ

ていくというか、紙の上を滑るっていうか、そ

んな感じでしたが、実際にやってみると、やっ

ぱりよく頭に入るなあという感じはしました。 

ｉ 
積極性が不足し

ていたことへの

気付き 
先輩からの声掛け 

自分から質問に行く姿勢がちょっと足りない

なあと思いました。自分が悩んでいるときに

（先輩に）気を使ってもらい「何か困ったこと

ある」と聞いてもらったりしたので。 

ｊ 客観的な障がい

理解 

自身と同じ障がい

のある仲間がいる

環境 

発達障がいの方が集まった場所へ行ったのは、

今回が初めてなので、本当にいろんな人がいる

のだなあと思いました。 

ｋ 強みや業務適性

への気付き 
オンライン店舗業

務の知的作業 

マニュアルに則って作業するのではなくて、自

分で何がいいのかを考えて作ることは、ちょっ

とやりがいがありました。 

ｌ 
協働作業に必要

な要素への気付

き 

協働作業している

時、息がうまく合

わなかった 

（学んだことは）他人と協力することの大切

さ。やっぱり、自分一人でやっているわけじゃ

ないので、他人との協調性も必要。 
 
５．考察 
実習生へのインタビュー結果から、今回の職業訓練プログラムが実習生にとってどのような

体験となったかを考察していきたい。まず、実習生（発達障がい学生）が参加した職業訓練の

環境は、実際にオンライン店舗を持つ「疑似職場」であり、多くの訓練生が日常業務としてWeb
更新や経理、商品管理等を行っている。実習生は簡単な事前説明は受けるが、訓練初日から「業

務内容」や「報連相の手段（メールによる情報伝達システム）」の説明だけでなく、オンライン

店舗業務のグループにも参加する。また、組織体制としては、定まったKaienスタッフが管理

職役に就いて職場を統括しているが、オンライン店舗業務では訓練生が一定期間店長役を行い、

同グループの訓練生・実習生への指示だしのほか、業務上の相談も受ける。このような職場環

境によって、訓練生・実習生どうしで積極的に報連相を行わなくてはいけない状況が生み出さ

れ、実習生が業務中に遭遇する動的なコミュニケーション体験や適宜判断が必要となる状況が

増加する。その結果、今回のインタビューで実習生が語ったような様々な体験的理解や気付き

につながっているものと思われる。 
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しかし、本来、発達障がいのある学生にとって、多人数での会話や協働作業などの動的要素

を含んだ状況は苦手であることが多いにもかかわらず、当プログラムの中で直面した苦手さや

失敗による大きな落ち込みは見られなかった。例えば、語り（ｄ）のように、上司役のスタッ

フから話を聞いた際、分かったら返事をするよう指摘を受けたことに対して、自分とは異なる

考え方を批判的に捉えたり、指摘された自分をダメだと思ったりせずに、「気付き」として受け

入れている。 
このような受け入れ方ができる要因と考えられる語りが（ｊ）である。（ｊ）と同様の語りは、

他の実習生からも違った場面で語られており、「自身と同じ障がいのある仲間」であること（同

時にそれぞれ雰囲気や特徴が異なること）を意識していたことがわかった。自身の苦手さや失

敗に直面した時に、見渡せば参考になり、励みになる仲間とともに受け入れていくことは、就

職活動を続ける上でとても重要な要素である。 
今回、全ての実習生がポジティブな自分を維持したまま職業訓練を終了することができた。

ネガティブな面での気づきがあった実習生も、大きな不安に陥ったり、落ち込むことなく、そ

れを自身の見直すべき面のひとつとして前向きに捉えることができたことに重要な意義がある

と考える。 
本研究では、発達障がい学生の就業体験に、少なくとも次の２つの要素が必要なことが明ら

かになった。ひとつは、OJTが可能な臨場感のある職場環境であり、もうひとつは、発達障が

い学生が就業体験での失敗や自分の苦手さをポジティブに受け止めることができるための集団

（仲間）およびサポートである。これらを満たす就業体験の環境を大学で整えることは容易で

はないが、学内インターンシップやピアサポート活動などにおいて、適切な社会参入支援を提

供するための場を創っていくことが、今後の課題である。 
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２－２－６ 地域でのネットワーク作り「障がい学生支援カンファレンス北陸」 

 

（１）「平成 26年度 障がい学生支援カンファレンス北陸」の実施概要 
富山大学は障がい学生の修学支援の拠点校として、日本学生支援機構の「障害学生修学支援

ネットワーク事業」に協力している。当会議は「発達障がい学生に対するキャリア教育と就労

支援」というテーマに沿って、北陸地区で障がい学生支援に関わっている担当者が支援ノウハ

ウを共有すると共に、支援に関わる情報共有を行うための連絡協議会を組織することと、北陸

地区を中心とした地域連携を行うことによって、地域支援専門機関へのつなぎや連携を促進し、

障がい学生の就職活動の基盤を作り、北陸地区全体としての セーフティネットを形成すること

を目的として開催した。 
 
主催：富山大学   
後援：金沢大学大学教育開発・支援センター、一般社団法人大学コンソーシアム石川 石

川県障がい学生等共同サポートセンター、福井大学保健管理センター、福井大学学

生総合相談室、 福井県立大学、福井工業大学、大学コンソーシアム富山 
日時：平成27年2月27日（金曜日）13時00分から16時00分（受付開始12時30分から） 
会場：石川県政記念  しいのき迎賓館3階 セミナールームＢ 

〒920-0962 石川県金沢市広坂2丁目1番1号 
対象：北陸三県の高等教育機関に所属する障がい学生支援に係る教職員、および地域就労

支援機関担当者 
プログラム：(敬称略) 
12時30分 受付開始 
13時00分 開会の挨拶：細田憲一（福井大学保健管理センター） 

企画趣旨：桶谷 文哲（富山大学 学生支援センター） 
13時10分 講演(60分) 

「発達障がい学生へのインターンシップの取り組みについて」  
講師：窪 貴志（株式会社エンカレッジ代表取締役） 

14時10分 休憩(10分) 
14時20分 パネルディスカッション・話題提供 

話題提供①「障害者差別解消法などの法的動向について」 
              話題提供者：青野 透（金沢大学 大学教育開発・支援センター） 
       話題提供②「障がい学生支援の取り組み       」 
              話題提供者：細田 憲一（福井大学  保健管理センター） 
       話題提供③「障がい学生支援の取り組み       」 
              話題提供者：清水 聡（福井県立大学 学術教養センター） 
       話題提供④「発達障がい学生への就職支援の取り組み 」 
              話題提供者：水野 薫（富山大学 学生支援センター） 
       話題提供⑤「大学卒業者への就労移行支援の取り組み 」 
              話題提供者：中山 肇（特定非営利法人リエゾン） 
15時20分 パネルディスカッション・総合討論  

司会 西村 優紀美（富山大学学生支援センターアクセシビリティコミュニ

ケーション支援室室長） 
パネリスト：青野 透（金沢大学） 

細田 憲一（福井大学） 
清水 聡（福井県立大学） 
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水野 薫（富山大学） 
中山 肇（クロスジョブ金沢リエゾン） 
窪  貴志 （株式会社エンカレッジ） 

15時50分 閉会挨拶(5分)：青野 透（金沢大学） 
16時00分 終了 

 
（２）参加状況 
全体参加者  42名 

 内訳は以下の通り [所属別] 注（ ）内の数字は富山大学所属  
大学       21名（5） 
短期大学     1名 
就労支援機関   14名 
専門学校     1名 
高等学校     1名  
一般企業     1名 
保護者      3名 

 
（３）アンケート 29名分 

 １．参加者の属性 
【住所】：石川県15名・富山県5名・福井県6名・他県1名（愛知県）未記入2名 
【年代】：10代0名・20代0名・30代6名・40代8名・50代6名・60代4名・未記入5名 
【性別】：女性6名・男性4名・未記入19名 
【所属】：高等教育機関：大学10名・短大1名・専門学校１名（含：職業訓練校１名）高校 

１名・中学校0名・小学校0名・未就学機関0名・就労支援機関8名（含：ハロー   
ワーク2名）福祉施設0名・企業1名その他5名（含：ＮＰＯ法人2名・相談機関1 
名）未記入2名 

【立場】：教員4名・職員4名・学生支援コーディネーター3名・キャリア支援コーディネー 
ター3名・医師0名・看護師0名・保健師カウンセラー0名・学生0名・保護者2 
名・その他10名（連携推進員1名、就労支援員1名、就職支援1名、キャリアコ 
ンサルタント1名、カウンセラー2名、職業相談員1名、相談員1名、未記入2名） 
未記入4名 

 
 ２．今回のカンファレンスを何でお知りになりましたか？ 
 Ａ：富山大学ホームページ・・・････・・・・・・・・・・・・・・・・・・1名 
 Ｂ：富山大学フェイスブック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2名 
 Ｃ：日本学生支援機構ホームページ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0名 
 Ｄ：チラシ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10名 
 Ｅ：メーリングリスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5名 
 Ｆ：紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6名 
 Ｇ：その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4名 
 未記入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2名 
 
 ３．今回のシンポジウムへの参加の動機をお書きください。（複数回答あり） 
 Ａ：担当している学生、あるいは、身近な学生の様子が気になったから・・・8名 
 Ｂ：カンファレンス全体のテーマに関心があったから・・・・・・・・・・・12名 
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 Ｃ：講演の内容や演者に関心があったから・・・・・・・・・・・・・・・・10名 
 Ｄ：パネルディスカッションの内容や演者に関心があったから・・・・・・・2名 
 Ｅ：その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0名 
・本学でも本年度6月よりCSWを採用しました。既に実践が出てきましたが実例や報告内 

容に関心があり参考にしたいと思っておりました。 
・業務に活かせる内容であったから。 
・診断を受けていない発達障がいの疑いがある学生が多い現状で対応のヒントとなればと 

思い参加しました。 
 
 ４．講演 「発達障がい学生へのインターンシップの取り組みについて」 
Ａ：十分満足できた・・・・・・・・17名 
・大変参考になりました。ありがとうございます。 
・支援について全体的な流れが理解できた。自分が無知であったため、とても勉強になっ

た。 
Ｂ：だいたい満足できた・・・・・・11名 
・内容に対して時間が短かったと思います。できればもう少し時間があれば良かった。 
・事業所の取り組みを具体的事例に交えて報告していいただき大変わかりやすかった。 
Ｃ：あまり満足できなかった・・・・1名 
・もう少し時間があれば良かった。 
Ｄ：満足できなかった・・・・・・・0名 
 
５．パネルディスカッション、総合討論について 
Ａ：十分満足できた・・・・・・・・11名 
・事例を紹介していただいたのが分かりやすく勉強になった。 
・大学での発達障害学生に対する取り組みがよくわかりました。 
・勤務校にも発達障害の生徒がおりまずは進学です。その先どうなるのか心配して 
いましたので、色々相談できるとことがあるとわかりました。 
Ｂ：だいたい満足できた・・・・・・15名 
・内容に対して時間が短かったと思います。できればもう少し時間があれば良かった。 
・各大学の取り組みがこれからの支援の参考になりました。 
・事例を聞くことができ、勉強になりました。 
・富山大学水野先生のお話はとてもわかりやすかったと思います。 
Ｃ：あまり満足できなかった・・・・1名 
Ｄ：満足できなかった・・・・・・・0名 
未記入・・・・・・・・・・・・・・2名 
 
５．カンファレンス全体について 
Ａ：十分満足できた・・・・・・・・11名 
・参考となる事例がたくさんありました。とても満足しています。ありがとうございまし

た。 
・非常に勉強になりました。ありがとうございました。 
・初めてこのような会に参加しました。自分の業務上、就職支援をするにあたって悩まし

い点が多く思っていたため、参考になりました。 
Ｂ：だいたい満足できた・・・・・・14名 
・もっと多く企業や保護者、小～高教育関係者に知ってほしい  
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・北陸地域が連携して今後の広がりに期待したい。  
Ｃ：あまり満足できなかった・・・・0名 
Ｄ：満足できなかった・・・・・・・1名 
未記入・・・・・・・・・・・・・・3名 

 
（４）まとめと今後の課題 
今回、発達障がいがい学生に対するキャリア教育と就労支援に焦点をあて、昨年に引き続き

北陸地区連携会議を開催した。昨年度は北陸地区限定であったが、今年度は参加対象の枠を広

げることにより、予想を超える反響があり、高等教育機関はもちろん、就労支援機関等からも

多くの参加があった。まず、株式会社エンカレッジ代表取締役、窪貴志氏より、会社概要と発

達障がい学生に特化したインターンシップの概要と具体的な実施内容を交えての講演があった。 
 次に、参加大学と就労移行支援機関の代表によるパネルディスカッションや参加者を交えて

の総合討論が行われ、北陸三県の大学等における発達障がい学生支援の現状と就労支援機関の

取り組みについての報告があった。その中で、各大学や就労支援機関が実際に行っている支援

や情報は、北陸という地域に限定されているにもかかわらず、まだまだ相互に連携できている

機関が少なく、このセミナーを通じて、これまでなかった横の関係を築くことができたことは

大変、意義があったと思う。 
  今後は、本カンファレンスで築くことができた関係を活かし、北陸での発達障がい支援にお

ける連携と、地域を越えたセイフティネットの構築を推進するために、昨年度、作成した就労

支援メーリングリストを活用し、今後、支援者間の直接的な情報交換の場を提供していくつも

りである。 
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３ 啓発活動、セミナー開催 

 

３－１ 日本学生支援機構 専門テーマ別障がい学生支援セミナー 

 

（１）はじめに 

障害学生修学支援ネットワーク拠点校として、全国の各地域で専門的なテーマに焦点を当て、

支援体制の向上に関する情報や意見の交換等を行なう専門テーマ別障害学生支援セミナーを開

催した。その概要を以下に記す。 

 

（２）概要 ※日本学生支援機構ＨＰより抜粋 

専門的なテーマに焦点を当て、支援体制の向上に関する情報や意見の交換等を行なうことに

より障害学生支援の充実に資することを目的として、日本学生支援機構と富山大学が下記のと

おり開催した。 

■テーマ：発達障害大学生に対する社会参入支援 

 ～学生のセルフ・アウェアネスを育てる「支援の見える化」～ 

■日時：平成 26年 12月 4日（木曜日）10時 20分から 16時 00分 

■会場：富山国際会議場（富山県富山市） 

■主催：独立行政法人日本学生支援機構、国立大学法人富山大学 

■参加対象：障害学生支援に携わる高等教育機関（大学・短期大学・高等専門学校）、および

高等学校等の教職員、企業・団体・公共機関の障害者雇用または就労支援担当者 

■プログラム 

＜午前の部：基調講演＞  

10時 20分から 10時 30分  開会挨拶（10分） 

 日本学生支援機構 

 富山大学 副学長 北村 潔和  

10時 30分から 11時 30分  基調講演（60分） 

 「発達障害大学生のセルフ・アウェアネスを育てる～公的資格取得を目指す専門分野に

おける支援を中心に～」 

講師：西村 優紀美（富山大学保健管理センター准教授、アクセシビリティ･コミュニ

ケーション支援室長） 

11時 30分から 12時 00分 基調講演を受けての総合討論（30分） 

司会：齋藤 清二（富山大学保健管理センター長・教授）  

＜午後の部：分科会＞  

13時 00分から 16時 00分  分科会（180分）  

  分科会１：ナラティブ・アセスメントによる修学支援の見える化 

コーディネーター：西村 優紀美 

パネリスト：齋藤 清二 

      水野 薫（富山大学学生支援センターコーディネーター） 

  話題提供１「個々の面談における対話技法の“見える化”」（40分） 

  話題提供者：齋藤 清二 

話題提供２「学生実習の“見える化”の試みとつまずきへの支援」（40分） 

話題提供者：水野 薫 

分科会２：就職活動の見える化 

コーディネーター：桶谷 文哲（富山大学学生支援センター特命講師） 

パネリスト：日下部 貴史（富山大学学生支援センターコーディネーター） 
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       鈴木 慶太（株式会社 Kaien代表取締役） 

話題提供１「発達障害大学生と社会をつなぐ就職活動の“見える化”」（40分）  

話題提供者：日下部 貴史 

話題提供２「発達障害に特化した職場実習における“見える化” 」（40分）  

話題提供者：鈴木 慶太 

■参加人数：92名 

 参加者からは、「支援室の整備を今後検討していくに当たって大変参考になった」、「障害学生

の支援体制の重要性を本学の執行部に伝えるきっかけにしたい」、「障害者の就職活動について

いろいろな支援の方法、機関等があることを知ることができた」などの感想が寄せられ、事後

アンケートでは、「十分満足」、「概ね満足」と回答した人の割合は合わせて 98.7％だった。 

 

（３）基調講演資料 ※日本学生支援機構ＨＰに掲載されているものです。 
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SEMINAR１ 
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SEMINAR２ 
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SEMINAR３ 
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SEMINAR４ 
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SEMINAR５ 
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SEMINAR６ 
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SEMINAR７ 
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SEMINAR８ 
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SEMINAR９ 
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SEMINAR１０ 
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SEMINAR１１ 
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SEMINAR１２  
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３－２ 富山大学障がい学生支援ＦＤ研修会 

 
（１）はじめに 
 支援室に発達障がい学生支援をテーマに３学部よりＦＤ研修会の講師依頼があった。また、

平成 25 年 6 月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（通称：障害者差別解消

法）が公布され、平成 28 年 4 月施行後、国立大学法人は障がいを理由とした差別的取扱いの

禁止とともに合理的配慮の提供が義務づけられることとなった。さらに、昨年 10 月には一般

社団法人全国高等教育障害学生支援協議会が設立し、来年度より障害学生支援に関する連携・

協力体制の確保および、調査・研究、研修・啓発を目的とした定期大会が行われることとなっ

た。それらを受け、全学ＦＤ研修会を開催することとなった。 
 
（２）ＦＤ研修会の概要 
Ａ）工学部 

  ・期日  平成 26 年 4 月 16 日（水） 工学部教授会にて 
・テーマ 「発達障がいのある（傾向を含む）学生への支援」 

Ｂ）理学部 
  ・期日  平成 26 年 6 月 11 日（水） 理学部教授会にて 
  ・テーマ 「発達障がいの疑いのある学生への支援と対応」 
Ｃ）人文学部 

  ・期日  平成 26 年 11 月 12 日（水） 人文学部教授会にて 
  ・テーマ 「発達障がい傾向のある学生への理解と対応」 
Ｄ）全学ＦＤ研修会 

  ・期日  平成 27 年 3 月 10 日（火） 
  ・テーマ 「障がいのある学生への支援について」 
 
（３）ＦＤ研修会資料の例 
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FD２ 
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FD３ 
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FD４ 
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FD５ 
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FD６ 
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FD７ 
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FD８ 
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FD９ 
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FD１０ 
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FD１１ 
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FD１２ 
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３－３ 就職支援ガイドの作成 

 

支援室では、独立行政法人日本学生支援機構の平成 25 年度障害学生修学支援ネットワーク

充実・強化事業の調査研究「高機能発達障がい大学生に対する就労支援の在り方に関する実証

的研究」（富山大学）の一環として「発達障害のある大学生に対する就職支援ガイド」を作成し

た。（※平成 26 年度 2 月改訂） 
 本ガイドは、Q＆A 方式を採用して発達障がい大学生やその保護者、支援者が抱く就職活動

における疑問点を挙げ、それに応える形で就職活動全体の見える化を試みたものである。就職

支援は大学支援者だけで行うのではなく、就労支援機関とのコラボレーションが重要になり、

学生が安心してサポートを受けるためには、学生に関わる支援者が共通した支援スタイルでサ

ポートすることが大切である。 
 本ガイドは、発達障がい大学生の就職活動での支援ニーズと支援方針を支援者間で共有する

ためのツールにもなりうるものと期待している。 
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４ 支援室業績一覧（平成 26年度） 

 

【著書】 

西村優紀美：成人の暮らし 発達障害のある大学生の就職①．月刊発達教育4月号Vol.33-4（402

号）． 

桶谷文哲：成人の暮らし 発達障害のある大学生の就職②．月刊発達教育 5月号 Vol.33-5（403

号）． 

日下部貴史：成人の暮らし 発達障害のある大学生の就職③．月刊発達教育 6 月号 Vol.33-6

（404号）． 

西村優紀美：発達障がい学生の学生相談．谷川裕稔・島治伸・上岡義典編，「発達障がい学生」

のための学生生活支援のヒント，ナカニシヤ出版． 

西村優紀美：大学における発達障害を持つ学生の支援と課題．増田健太郎・辻井正次，臨床心

理学 82,14(4)－学校教育と発達障害．金剛出版，500-509. 

西村優紀美：進学を目指す高校生への情報提供（2）．高橋知音編，発達障害のある人の大学進

学.金子書房，56-75.                    

 

【学会等における学術発表】 

水野薫，斎藤清二，西村優紀美，桶谷文哲，日下部貴史:発達障がい学生支援におけるメディエ

ーションの意義と効果． 第 73回日本心身医学会中部地方会，2014.5.24，富山市. 

日下部貴史，西村優紀美，桶谷文哲，水野薫，斎藤清二：富山大学における発達障がい学生へ

の就職支援活動．第 73回日本心身医学会中部地方会，2014.5.24，富山市 

桶谷文哲，西村優紀美，水野薫，日下部貴史，松原美砂，斎藤清二：発達障がいの特性をもつ

学生への社会参入支援の取り組み．第 73回日本心身医学会中部地方会，2014.5.24，富山

市 

桶谷文哲：発達障がい学生への包括的支援～富山大学アクセシビリティ・コミュニケーション

支援室の取り組み～．第 10回日本リメディアル教育学会特別学修支援部会ラウンドテーブ

ル，2014.8.20．東京都． 

斎藤清二：ナラティブ・アプローチによる発達障がい大学生支援－グレイゾーン ASD大学生へ

のマルチチャンネル支援を通じて－．日本心理臨床学会第 33回秋季大会，大会シンポジウ

ム（事例研究 A），2014.08.25，横浜市． 

日下部貴史：肢体不自由と病弱学生への支援-筋ジストロフィー学生への支援経験-．全国大学

保健管理協会東海・北陸地方部会，2014.7.24，津市． 

西村優紀美，水野薫，斎藤清二，桶谷文哲，日下部貴史，松原美砂：発達障がい大学生に対す

る修学支援～実験・実習支援を中心に～①．第 52回全国大学保健管理研究集会ポスター発

表，2014.9.3，東京都． 

水野薫，西村優紀美，斎藤清二，桶谷文哲，日下部貴史，松原美砂：発達しょうがい大学生に

対する修学支援 ～実験・実習支援を中心に②～．第 52回全国保健管理研究集会ポスター

発表，2014.9.4，東京都． 

西村優紀美，桶谷文哲，水野薫，日下部貴史：発達障がい大学生に対する就職支援ガイド～修

学支援から就職支援へのリンケージ～．日本ＬＤ学会第 23 回大会自主シンポジウム，

2014.11.23，和歌山・大阪市． 

 

【その他の講演等】 

西村優紀美：大学入学前から学修・就職までのシームレス支援の実際～青年期の発達を踏まえ

た社会参入支援～．KKJ(地域科学研究会高等教育情報センター）主催セミナー，2014.5.29，
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東京都． 

桶谷文哲：発達障がい学生への就職支援～連携における大学の役割～．日本学生支援機構全国

キャリア・就職ガイダンス，2014.6.3，東京都． 

西村優紀美：大学における発達障害のある学生への支援の現状．京都大学バリアフリーシンポ

ジウム 2014－大学と発達障害の現在－，2014.6.21，京都市． 

桶谷文哲：発達障がい学生へのトータルコミュニケーションサポート～富山大学アクセシビリ

ティ・コミュニケーション支援室の取り組みから～．富山視覚総合支援学校，2014.7.11，

富山市． 

西村優紀美：発達障害のある学生に対する教育方法と支援．日本建築学会公開研究会，2014.7.12，

東京都． 

西村優紀美：発達障害学生の支援の実際．発達障害のある方の進学・就労シンポジウム，

2014.8.27，金沢市． 

西村優紀美：発達障害の特性と学習保障．第 63回九州地区大学一般教育研究協議会，2014.9.5，

福岡市． 

西村優紀美：発達に課題のある大学生への支援．日本臨床発達心理士会 第 10回全国大会実践

セミナー，2014.9.13，札幌市． 

斎藤清二：障がい学生支援の現状と未来．福井大学学生支援シンポジウム，2014.09.17，福井

市． 
斎藤清二：障がい学生支援の現状と未来．第 3 回岩手医科大学全学教育推進機構 FD 講習会

2014.09.26，盛岡市． 

西村優紀美：発達障害学生に対する包括的支援～支援の留意点や配慮内容～．福井工業大学 FD

研修会，2014.10.18，福井市． 

西村優紀美：学びにくさの背景にあるもの～高機能発達障がいの理解を手がかりに～．島根県

立出雲高等学校 PTA研修会，2014.11.1，出雲市． 

斎藤清二：発達障がい大学生へのナラティブ・アプローチによる支援－グレーゾーン事例を中

心に－．このはな児童学研究所ワークショップ．2014.11.02，東京都． 

斎藤清二：発達障害のある学生への支援体制整備とその問題点．全国障害学生支援セミナー体

制整備支援セミナー，2014.11.5，仙台市． 

桶谷文哲：思春期以降の発達障がいの理解と対応～社会参入に向けた発達障がい学生支援の取

り組み～．平成 26年度富山県高等学校教育研究会養護部会研修会，2014.11.5．富山市． 

斎藤清二：発達障害のある学生への支援体制整備とその問題点．全国障害学生支援セミナー体

制整備支援セミナー，2014.11.10，札幌市． 

西村優紀美：発達障害者の雇用を促進するために～一般高校、大学の卒業者等に対する支援の

あり方について～．障害者週間連続セミナー 『働く広場』公開座談会，2014.12.5，東京

都． 

西村優紀美：専門職としての障害学生支援コーディネーターの役割と課題．一般社団法人 全国

高等教育障害学生支援協議会設立大会，2014.11.15，東京都． 

西村優紀美：発達障がいのある高校生への支援．星槎国際高等学校 富山学習センター，不登校・

発達障がい理解啓発セミナー．2014.11.29.富山市． 

西村優紀美：発達障害大学生のセルフ・アウェアネスを育てる～公的資格取得を目指す専門分

野における支援を中心に～．日本学生支援機構専門テーマ別障がい学生支援セミナー【４】，

2014.12.6，富山市． 

斎藤清二：個々の面談における対話技法の“見える化” ．日本学生支援機構専門テーマ別障が

い学生支援セミナー【４】，2014.12.6，富山市． 

水野 薫：学生実習の“見える化”の試みとつまずきへの支援．日本学生支援機構専門テーマ別
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障がい学生支援セミナー【４】，2014.12.6，富山市． 

日下部貴史：発達障害大学生と社会をつなぐ就職活動の“見える化” ．日本学生支援機構専門

テーマ別障がい学生支援セミナー【４】，2014.12.6，富山市 

日下部貴史：発達障害における思春期と青年期に必要な支援～未来の不安を期待に変えるため

に～．横浜市中区発達障害講演会，2014.12.12，横浜市． 

西村優紀美：発達障害大学生に対する合理的配慮の考え方と支援のあり方．新潟大学 FD研修会，

2014.12.16，新潟市． 

桶谷文哲：発達障害学生支援を考える～発達障害（傾向のある）学生の理解と対応～．愛知大

学文学部 FD研修会障害学生支援セミナー(2)，2015.2.12，豊橋市． 

斎藤清二：発達障がい傾向のある学生への修学支援と合理的配慮．札幌医科大学 FDセミナー，

2015.02.19，札幌市． 

西村優紀美：発達障がいのある若者の生きづらさ．かけがえのない命を守るネットワークシン

ポジウム若者の生きづらさを考える，2015.2.28，金沢市． 

西村優紀美：発達障害大学生支援におけるナラティブ・アプローチ．2015.3.18，松山市. 

桶谷文哲：これから社会に出て必要な能力をどう身につけるか～社会参入に向けた富山大学の

発達障がい学生支援の取り組み～．NPO法人ワンネススクール特別講演，2015.3.21，金沢

市． 

日下部貴史：社会参入を見据えた就職活動支援～ 地域就労支援機関と企業との連携による定着

支援 ～．KKJ(地域科学研究会高等教育情報センター）主催セミナー，2015.3.23，東京都． 

 

【視察受入高等教育機関】 

山梨大学(2014.7.18)，茨城大学(2014.9.26)，九州大学(2014.10.3)，筑波技術大学(2014.12.5)，

桜美林大学(2014.12.5)，徳島大学(2014.12.9) ，放送大学(2014.12.19)，帝京科学大学

(2014.12.24) ，岡山理科大学 (2015.2.23)，仙台高等専門学校(2015.3.12)，筑波大学

(2015.3.16) ，国立障害者リハビリテーションセンター(2015.3.24) 
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おわりに 

 

 

平成 19年にスタートした富山大学の障がい学生支援システムの構築は、まる 8年のたゆまな

い活動と発展を経て、平成 27年度には一応の到達点と言ってもよいレベルに達しました。アク

セシビリティ・コミュニケーション支援室（HACS）の活動は、本報告書にまとめられているよ

うに多岐にわたっています。学内におけるシームレス（継ぎ目のない）な障がい学生支援の実

践活動はもちろんですが、特筆すべきは、障がいをもった学生が就職などを通じて社会参入す

る過程を一貫して支援しようとする富山大学の理念と実践であり、全国から注目が集まってい

ます。 

もちろん、平成 28年 4月の障害者差別解消法の実施を見越して、障がいのある大学生への支

援の理念・方法論・システム構築への関心も全国的に高まっています。その中で、文部科学省・

学生支援機構が主催する全国的なセミナーや講演会において、富山大学のシステムは単なる先

進事例という位置づけを超えて、全国標準のひとつとみなされるほどの評価を受けています。

このような外部からの評価はもちろん、日々の実践活動は、スタッフのたゆまない努力と献身

に支えられていることはいうまでもありませんが、それにもまして、学長、役員会をはじめと

する、学内の全ての方々の深い理解と温かい支援に基づくものであることを感謝しております。 

アクセシビリティ・コミュニケーション支援室は「障がいのある大学生が、大学や社会の財産

として広く認知され、彼女/彼らの持つ豊かな才能が社会全体の発展に寄与する」という将来像

（ビジョン）を共有しつつ、今後も最大限の努力を続ける所存です。ご理解とご助力のほど、

なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

 

平成 27年 3月 

                      富山大学保健管理センター長 

                                齋藤 清二 
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